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「生涯学習ぐんま」の刊行に寄せて 

 

「生涯学習ぐんま」を御覧いただきありがとうございます。 

本冊子は、生涯学習・社会教育に関する最新動向や、県内外の

先進的な事例を紹介するとともに、群馬県生涯学習センターにお

ける事業や研究開発の取組・成果等を広くお届けするものです。 

今日、社会の変化が激しく、先が見えにくい時代だからこそ、生

涯を通じて学び続けることが一人一人のウェルビーイングを支える力になります。生涯学習・社会教育は、

こうした知識を得る場であると同時に、人と人のつながりを育み、誰も排除しない社会的包摂や地域社会

のウェルビーイングを実現するための基盤となるものです。 

本冊子が社会教育関係者や公民館をはじめとする地域の学びの拠点で活動される皆様にとって、現場

での実践や新しい企画のヒントとなり、地域の学びの輪をさらに広げるきっかけになりますことを願ってい

ます。 

発行に当たり、御協力いただいた関係の皆様に感謝申し上げますとともに、生涯学習・社会教育関係の

皆様には、今後とも生涯学習の推進に向け積極的な取組をお願い申し上げます。 

 

群馬県生涯学習センター 館長 佐俣 宏明   
 

１ 



総
論 

 
新
た
な
社
会
教
育
と 地

域
づ
く
り
に
向
け
て 

 
群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

特
別
館
長 

村
山 

義
久 

 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
様
々
な
生
涯

学
習
活
動
の
舞
台
と
し
て
、
ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
含
む
少
年
科
学
館
の
取
組
な
ど
を
通
じ
て
、

子

供

た
ち
に
科

学
へ
の
夢
を
育
む
施

設

と
し
て
、

38
年
の
長
き
に
わ
た
り
県
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
も

う
一
つ
の
柱
が
「
社
会
教
育
」
と
「
家
庭
教
育
」
に

関
わ
る
研
修
講
座
の
企
画
・
運
営
で
あ
り
、
公
民

館
等
社
会
教
育
施
設
の
取
組
の
改
善
や
家
庭
教

育
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
一
層
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。
「
生
涯
学
習
ぐ
ん
ま

Vol

60
記
念
号
」
の
特
集
は
、
新
た
な
社
会
教
育
の
方

向
性
と
公
民
館
等
が
行
っ
て
い
る
地
域
づ
く
り
の

取
組
を
お
伝
え
す
べ
く
、
「
個
人
と
地
域
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指
し
て
」
と
し
ま
し
た
。

本
稿
は
、
そ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
主
に

「
社
会

教
育

」
に
関
わ
る
国
や
県
の
現
状
と
私
た

ち
の
取
組
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。 

 

１ 

国
が
示
す 

「
社
会
教
育
」
の
新
た
な
方
向
性 

令
和
４
年
度
の
総
論
で
は
、
「
国
際
情
勢
や
我

が
国

の
社

会

が
大

き
く
変

化

す
る
中

、
生

涯

学

習
・
社
会
教
育
に
あ
っ
て
も
、
社
会
的
包
摂
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル

社
会
へ
の
対
応
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
べ
き
重

要
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
」
と
記
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
た
ち
は
、
令
和
４
年
８
月
の
第

11
期
中

央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習
分
科
会
の
議
論
の
整

理
等
を
踏
ま
え
、
社
会
的
包
摂
実
現
の
観
点
か
ら

「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
」
の
在
り
方
を
展
望
す
る
と

と
も
に
、
立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
障
害
者

の
生
涯
学
習
」
推
進
に
つ
い
て
、
取
組
の
方
向
性
を

御
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
の
後

、
国

に
あ
っ
て
は
、
令

和

５
年

６
月

に

「
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
「
持
続
可
能
な
社
会
の

創
り
手
の
育
成
」
及
び
「
日
本
社
会
に
根
差
し
た

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
が
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
さ
れ
、

教
育
は
、
「
社
会
を
け
ん
引
す
る
駆
動
力
の
中
核

を
担
う
営
み
で
あ
り
、
一
人
一
人
の
豊
か
で
幸
せ

な
人
生
と
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
極
め

て
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
」
と
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
社

会

教

育
に
つ
い
て
、

「
『
学
び
』
を
通
じ
て
人
々
の
『
つ
な
が
り
』
や
『
か

か
わ
り
』
を
作
り
だ
し
、
協
力
し
合
え
る
関
係
と

し
て
の
土
壌
を
耕
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
地
域
の
人
々
の
関
係
は
持

続
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
な
り
、
ひ

い
て
は
社
会
全
体
の
基
盤
と
な
る
。
『
人
づ
く
り
・

つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
』
の
循
環
が
生
み

出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
個
人
と
地
域
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
」
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
そ
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

翌
令
和
６
年
６
月
の
「
第

12
期
中
央
教
育
審

議
会
生
涯
学
習
分
科
会
に
お
け
る
議
論
の
整
理
」

で
は
、
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、
障
害
者
の
生

涯
学
習
、
外
国
人
の
日
本
語
学
習
に
加
え
、
社
会

教
育

人
材

養

成
に
つ
い
て
の
方
向

性
が
示
さ
れ

る
と
と
も
に
、
同
時

期

に
公
表

さ
れ
た
「
社
会

教

育
人
材
部
会
最
終
ま
と
め 

社
会
教
育
人
材
の

養
成
及
び
活
躍
促
進
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
で
は
、

社
会
教
育
人
材
を
取
り
巻
く
状
況
と
社
会
教
育

人
材
が
果
す
役
割
へ
の
期
待
、
質
的
向
上
・
量
的

拡
大
に
向
け
た
人
材
の
養
成
や
活
躍
促
進
に
係

る
具
体
的
な
改
善
方
策
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
同
じ
令
和
６
年
６
月
、
国
は
中
央
教
育

審
議
会
に
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
支
え

る
今
後
の
社
会
教
育
の
在
り
方
と
推
進
方
策
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
社

会
教

育

人

材

を
中

核

と
し
た
社

会

教
育

の

推
進

方

策

（
社

会

教

育

主

事

・
社

会

教

育

士

の

役
割
・
位
置
付
け
の
明
確
化
、
社
会
教
育
主
事
・

社
会

教

育

士

の
養

成
の
在

り
方

等

）
」
、
「
社

会

教
育
活
動
の
推
進
方
策

（
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
障

害

者
・
外
国

人

等
を
含
め
た
社
会
教

育
の
推
進
方
策
等
）
」
、
「
国
・
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
社
会
教
育
の
推
進
体
制
等
の
在
り
方
」
の

３
つ
を
主

な
審

議
事

項

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
答
申
が
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
国
の
議
論
に
あ
っ
て
は
、

社
会
教
育
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
形
成
と

い
う
新
た
な
役
割
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
裾
野
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
た
中
で
、
「
人
づ
く
り
、

つ
な
が
り
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
」
の
言
わ
ば
ハ
ブ

と
な
る
社
会
教
育
人
材
に
つ
い
て
、
質
的
向
上
・

量
的
拡
大
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ

の
２
点
が
特
に
重
要
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
ま
す
。
法
令
改
正
等
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

本
県

に
あ
っ
て
も
、
こ
の
３
月

に
群
馬

県

社
会

教
育

委

員
会
議

に
お
け
る
「
議
論

の
ま
と
め
」
が

２  



公
表
さ
れ
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
支
援
」
と
題

し
て
、
社
会
的
包
摂
の
必
要
性
や
社
会
教
育
に
よ

る
「
つ
な
が
り
づ
く
り
」
の
重
要
性
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
取
組
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
県
教
育
委
員
会
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 ２ 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
取
組 

こ
う
し
た
国
の
動

向

等

を
踏
ま
え
、
私
た
ち
は

社
会
教
育
人
材
の
質
的
向
上
・
量
的
拡
大
に
つ
い

て
、
資
格
取
得
促
進
と
研
修
講
座
の
充
実
に
よ
り

対
応
し
て
い
ま
す
。
社
会
教
育
主
事
・
社
会
教
育

士
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

「
社
会
教
育
主
事
講
習
」
の
地
方
会
場
（
全
国

18

会
場
）
を
本
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
、
受
講
者
の
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

研
修
講
座
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
主
事
・
社

会
教
育
士
等
社
会
教
育
に
携
わ
る
方
々
に
基
礎

的
な
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
く
「
社
会
教
育
セ
ミ

ナ
ー
」
を
年
４
回
、
困
難
当
事
者
や
支
援
団
体
等

も
参
加
し
て
事
業
の
企
画
・
立
案
等
の
実
践
的
な

演
習
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
「
社
会
教
育
実
践
研

修
」
を
年

５
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
概
要
は
本

冊

子
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
た
参
加
型
の

講
座
を
多
く
用
意
し
、
講
師
も
、
国
立
教
育
政
策

研
究
所

社
会
教

育
実

践

研
究
セ
ン
タ
ー
や
社
会

教
育
の
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
研
究
者
、
優
れ
た

実
践
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
を
多
数
招
へ
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
現
場
を
支
援
す
る
こ
と
を

趣

旨

と
し
た
「
現

代

的

課

題

解

決

講

座

（
地

域

編
）
」
で
は
、
公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
と
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
連
携
・
協
働
し
て
講
座
を
企

画
・
運
営
す
る
取
組
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
伊
勢
崎
市
北
公
民
館
と
連
携
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
を

活

用

し
た
高

齢

者
の
人

間

関

係
づ
く
り
や
高
齢

者
と
地
域
の
大
学
生
、
外
国
人
と
の
交
流
会
、
地

域
課
題
に
つ
い
て
の
「
井
戸
端
会
議
」
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。 

社
会
教
育
主
事
講
習
に
よ
り
資
格
を
取
得
し

た
皆
さ
ん
に
、
本
セ
ン
タ
ー
の
研
修
講
座
で
力
量
を

高
め
て
い
た
だ
き
、
公
民
館
等
様
々
な
場
で
の
活

躍
を
冊
子
「
生
涯
学
習
ぐ
ん
ま
」
で
紹
介
し
て
全

県
に
発
信
す
る
。
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
循
環
を
作

る
こ
と
で
群
馬
県
の
社
会
教
育
の
一
層
の
充
実
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

取
組
の
も
う
１
つ
の
柱
で
あ
る
家
庭
教
育
支
援

の
研

修

講

座

は
、
近

年

、
子

供

食

堂

や
学

習

支

援
・
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
放
課

後
子
供
教
室
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
、
学
校
外
の
子
供
た
ち
を
支
え
て
く

だ
さ
る
皆
さ
ん
が
多
く
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
教
育
関
係
の
研
修
も
含
め
、
講
座
に
御
協
力
い

た
だ
い
た
団
体
等
に
つ
い
て
も
、
障
害
者
が
自
ら
障

害
平
等
研
修
に
取
り
組
む
「
D

E

T
群
馬
」
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
世
代
を
越
え
た
交
流
を

行

う
地

域

共

生

型

施

設

「
S

O

N

A

T

A

R

U

E
」
、
外

国
の
青

年

た
ち
が
外

国

ル
ー
ツ
の
子

供

た
ち
に
学

習

支

援

等

を
行

う

N

P

O

法

人

「
共
に
暮
ら
す
」
、
小
中
高
校
生
向
け
無
料
学
習

会
や
子
供
た
ち
の
居
場
所
の
運
営
な
ど
を
行
う
N

P

O
法
人
「
み
ん
な
の
応
援
団
」
等
様
々
な
団
体

が
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
支
援
と
共

生
社

会
の
実

現
に
向
け
て
奮

闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
あ
っ
て
、
多
様
な
主
体
の
多
様
な
取
組
が

重
ね
ら
れ
て
い
く
中
で
、
「
人
づ
く
り
・
つ
な
が
り

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
の
循
環
が
生
み
出
さ
れ
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
向
上
し
て
い
き
ま
す
。
私
た

ち
は
、
こ
う
し
た
方
々
と
も
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
を
支
え
る
社
会
教

育
」
の
実
現
に
向
け
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

「
特
集 

個
人
と
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
向
上
を
目
指
し
て
」
に
つ
い
て 

こ
の
４
年
間

、
私
た
ち
の
研
修

講

座
と
「
生

涯

学
習
ぐ
ん
ま
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
等
の
役

割
と
し
て
「
社
会
的
包
摂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
）
」
を
重
視
し
、
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
」
や

「
外
国
人
と
の
共
生
」
、
「
共
生
社
会
の
実
現
」
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
組
や
記
事
の
掲
載
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
他
方
で
、
こ
う
し
た
社
会
課
題
の

改
善
・
解
決
を
志
向
す
る
取
組
に
は
専
門
性
が
必

要
な
面
が
あ
り
、
固
有
の
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
困
難
当
事
者
と
話
し
合
い
、
そ
の
声
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
支
援
団
体
等
の
協
力

も
得
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
、
櫻
井
常
矢
教
授

の
論
考
に
あ
る
「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
社
会
教
育
」

を
実
践
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自

身
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
通
し
て
本
県

社
会
教
育
関
係
者
や
関
係
団
体
等
と
課
題
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
「
生
涯
学
習
ぐ
ん

ま
」
は
「
個
人
と
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（W

e
ll
‐
b

e
in

g

）
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
な
ど
の
国
際
機
関
で
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る

概
念
で
、
我
が
国
で
も
、
近
年
、
政
策
の
成
果
を
測

る
指
標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な

３  



個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
地
域
や
社
会
が
幸
せ
や
豊
か
さ
を
感
じ

ら
れ
る
状
態
と
さ
れ
、
そ
の
向
上
は
、
国
や
本
県
の

重
点
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。 

特
集
は
、
冒
頭
に
、
高
崎
経
済
大
学
大
学
院
地

域
政
策
研
究
科
長
櫻
井
常
矢
教
授
の
論
考
「
学

び
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
公
民
館―

地

域
人
材
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
育
む
新
た
な
展

開―

」
を
掲
載
し
ま
し
た
。
櫻
井
先
生
は
、
群
馬
県

社
会
教
育
委
員
会
議
議
長
と
し
て
も
御
活
躍
の
、

我
が
国
の
社
会
教
育
の
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
方

で
す
。
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
時
代
に
あ
っ
て
、
担

い
手
不
足
や
脱
組
織
化
の
傾
向
な
ど
の
課
題
が
あ

る
中
、
ど
の
よ
う
に
社
会
教
育
の
事
業
を
デ
ザ
イ
ン

し
、
公
民
館
の
役
割
を
描
く
べ
き
な
の
か
。
私
た
ち

が
平
素
感
じ
て
い
る
課
題
に
対
し
、
新
た
な
視
点

と
改
善
の
方
向
性
を
お
示
し
い
た
だ
い
た
必
読
の

論
考
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
、
「
本
県
の
特
色
あ
る
取
組
」
で
は
、
社
会

教
育
主
事
講
習
を
群
馬
会
場
で
受
講
し
た
方
々

の
取
組
を
４
つ
の
公
民
館
で
取
材
し
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
地
域
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
資
す
る
取
組
で
あ
り
、
公
民

館
等
で
御
苦
労
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
を
鼓
舞

し
、
実
践
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

特
集
の
最
後
は
、
多
く
の
公
民
館
に
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
「
公
民
館
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
分
析
」

で
す
。
「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
取
組
」
、
「
地

域
学
校
協
働
活
動
」
、
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
」
の

３
つ
で
「
実
施
し
て
い
る
（
活
動
し
て
い
る
）
」
が
昨

年
度

比

１ ０
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
て
お
り
、
「
外

国
人
の
生
涯
学
習
」
も
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま

す
。
特

に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
進

ん
で
来

な
か
っ
た

「
障
害
者
の
生
涯
学
習
」
に
進
捗
が
見
ら
れ
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
困
難
当
事

者
や
関
係
団
体
の
声
も
聴
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
最
大
の

人
的
・
物
的
資
源
で
あ
る
学
校
と
地
域
の
連
携
協

働
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤

づ
く
り
の
生

命
線
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
の
持

続

可

能

な
地

域
づ
く
り
に
は
子

供
た
ち
の
力

が

不
可
欠
で
す
。
未
だ
学
校
と
公
民
館
の
相
互
理
解

は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
も
あ
る
と
感
じ
ま
す

の
で
、
地
域
学
校
協
働
本
部
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
仕

組
み
な
ど
を
活

用
し
、
公

民

館
に
は

学
校
と
の
、
学
校
に
は
公
民
館
と
の
連
携
・
協
働

に
更
に
意
を
用
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
で
学
び
活
動
し
た
子
供
た
ち
が
成
長
し
、

高
校
生
や
大
学
生
、
社
会
人
と
な
っ
て
公
民
館
の

活
動
や
地
域
の
課
題
解
決
を
担
っ
て
い
く
。
そ
う

し
た
循
環
を
つ
く
る
こ
と
が
、
社
会

的
包

摂
の
実

現
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
づ
く
り
、
ひ
い
て
は

「
個
人
と
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

※ 

「
障
害
者
の
生
涯
学
習
」
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省 

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
「
共
生
社
会
の
マ
ナ
ビ 

障
害
者
の
生
涯
学

習
推
進
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 

４ 

終
わ
り
に 

本
セ
ン
タ
ー
に
、
障

害

者

就

労

支

援
の
た
め
の

「
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

設
置
さ
れ
て
４
年
に
な
り
ま
す
。
障
害
を
持
つ
職

員
が
学
校
や
官
公
庁
、
企
業
等
へ
の
就
労
を
目
指

し
て
学
校
や
施
設
の
環
境
整
備
等
に
当
た
っ
て
い

ま
す
が
、
困
難
当
事
者
と
し
て
研
修
講
座
に
も
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
講

座
で
は
、

困
難
を
抱
え
る
当
事
者
や
そ
の
支
援
に
当
た
る
皆

さ
ん
の
御
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
参
加
者
に
、

取
組
の
趣
旨
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
講
座
に
御
協
力

い
た
だ
い
た
前
述
の
団
体
を
は
じ
め
、
近
年
、
多
く

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

民
間

団
体
が
多
様
で
活

発
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
「
『
小
さ
な
社
会
』
を
た
く
さ
ん
つ

く
る
」
（
牧
野
篤

2
0

2
5

）
こ
と
を
通
し
て
、
社
会

的
包
摂
の
実
現
に
向
け
た
歩
み
は
着
実
に
進
ん

で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
社
会
教
育

の
研
修
を
行
う
立
場
か
ら
、
そ
う
し
た
団
体
な
ど

と
も
連
携
、
協
力
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
一
層
の

活
動
の
促
進
を
図
れ
る
よ
う
、
学
び
や
交
流
の
場

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

本
県
の
生
涯

学
習

・
社

会
教
育
推

進
の
中
核
施

設

と
し
て
、
今

後
と
も
、
国

や
県

、
市

町

村
教

育

委
員
会
等
と
緊
密
に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
、
子
供
た
ち
や
家
庭
教
育
の
支

援
に
携
わ
る
全
て
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
科

学
展
示
室
等
を
活
用
し
た
少
年
科
学
教
育
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
８
年
２
月
に
公
表
さ

れ
た
国
の
「
高
校
教
育
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
」
で
は
、
今
後
の
理
系
人
材

の
不
足
、
特
に
女
子
の
理
系
選
択
の
割
合
の
低
さ

を
課

題
と
し
て
指

摘
し
て
お
り
、
理
数
の
学
び
を

基
盤
に
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
や
探
究
的
な
学
び
の
重
要
性
は
更
に
増
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
科
学
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
の
団
体

利
用
、
全
県
で
実
施
し
て
い
る
「
お
も
し
ろ
科
学
教

室
」
な
ど
は
、
子
供
た
ち
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
・
探
究

の
芽
を
育
む
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て

も
、
更
な
る
御
活
用
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

４  



論
考 

学
び
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
公
民
館 

-
地
域
人
材
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
育
む 

新
た
な
展
開-

 
 

高
崎
経
済
大
学
大
学
院 

地
域
政
策
研
究
科
長 

教
授 

櫻
井 

常
矢 

 

１
．
人
口
減
少
時
代
の
社
会
教
育
を
眺
め
る 

い
ま
、
何
が
課
題
な
の
か 

高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
、
独
居
高
齢

世
帯
や
空
き
家
の
増
加
、
自
然
災
害
、
公
共
交
通
の

空
洞
化
等
々
、
地
域
の
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
課
題
が
多

様
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
地
域
課
題
の
多
く

が
、
実
は
地
域
の
力
が
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
も
の

で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一

人
暮

ら
し
高

齢

世
帯
の
見

守
り
は
民
生
委
員
を
は
じ
め
近
隣
住
民
が
支
え
て
い

る
。
災
害
直
下
の
避
難
対
応
も
子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
ま
た
地
域
の
力
あ
っ
て
の
取
り
組

み
で
あ
る
。
地
域
の
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
課
題
と
は
、
決

し
て
行
政
だ
け
の
力
で
解
決
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
地
域
の
果
た
す
役
割
と
は
小

さ
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
層
そ
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

他
方
、
解
決
主
体
と
な
る
べ
き
地
域
の
衰
退
も
ま

た
現
実
で
あ
る
。
全
国
の
地
域
運
営
組
織
の
リ
ー
ダ

ー
を
対
象
と
し
た
総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
継
続

的
に
活
動
し
て
い
く
上
で
の
課
題
」
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
「
活

動

の
担

い
手
と
な
る
人

材
の
不

足

」
（
79
・

２
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
団
体
の
役
員
・
ス
タ
ッ

フ
の
高
齢
化
」
（
62
・
１
％
）
、
「
次
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
の
不
足
」
（
61
・
８
％
）
と
続
い
て
お
り
、
地
域

の
担
い
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
１

。
こ
れ
ま
で

比
較
的
上
位
で
あ
っ
た
「
活
動
資
金
の
不
足
」
（
40
・

２
％
）
は
、
そ
れ
よ
り
も
下
位
（
７
番
目
）
と
な
っ
て
お

り
、
「
お
金
が
あ
っ
て
も
、
取
り
組
む
ひ
と
が
い
な
い
」

と
い
う
状
況
が
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
人

材
の
発
掘
や
育
成
と
い
う
教
育
的
課
題
が
、
持
続
可

能
な
地
域

社
会
を
形
成

す
る
上
で
切
実
な
課
題
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
教
育
に
取
り

組
む
地
域
の
団
体
運
営
自
体
が
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
会
員
数
の
減
少
や
役
員
の
な
り
手
不
足
、

そ
し
て
団
体
活
動
の
低
迷
か
ら
解
散
に
至
る
な
ど
の

厳
し
い
現
実
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
社
会
教
育
の
役
割
発

揮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
応

え
ら
れ
ず
に
い
る
と
い
う
実
情
が
あ
る
。
こ
う
し
た
不

安
感
は
社
会
教
育
の
世
界
に
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の

で
も
あ
る
が
、
「
い
つ
か
改
善
す
る
の
で
は
・
・
・
」
と
の

楽
観
を
抜
け
出
し
、
私
た
ち
は
そ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
の
こ
れ
か
ら
の
方
途
を
直
視
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

“
団
体
主
義
”
を
め
ぐ
る
課
題 

 
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
地
域
の
「
担
い
手
に
な
る
」
と

は
、
ど
の
よ
う
な
期
待
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
既
存
の
地
域
団
体
へ
の

所
属
や
民
生
委
員
等
の
地
域
役
員
を
務
め
る
と
い
う

意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、

地
域
の
組
織
・
団
体
に
所
属
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

中
で
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
社
会
教
育
（
行
政
）
の
外
に
目
を
向
け
て

み
る
と
、
近
年
の
地
域
関
連
の
政
策
動
向
に
は
い
く
つ

か
の
課
題
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
一
つ
が
、
類
似
し
た

枠
組
み
が
組
織
化
・
重
層
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
２
０
１
５
年
前
後
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
地
域
を
主

体
と
し
た
様
々
な
施
策
が
各
地
で
共
通
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
に

基
づ
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
厚
労
省
）
、

地
方
創
生
の
重
点
政
策
で
あ
る
地
域
運
営
組
織
（
Ｒ

Ｍ
Ｏ
）
（
総
務
省

）
や
農

村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
（
農
水
省

）
、
文

部
行
政
に
目
を
向
け
れ
ば
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
や
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推

進
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
地
域
内

外
の
団
体
や
機
関
等
が
横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
な

が
ら
、
主
に
校
区
単
位
で
の
ま
と
ま
り
を
形
成
す
る
と

い
う
共
通
項
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
の
担
当
部

局
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
地
域
の
困
り
ご
と
を
地
域
の

力
で
解
決
し
て
い
く
な
ど
、
そ
の
目
的
に
は
類
似
性
も

あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
み
ご
と

に
集
め
ら
れ
る
地
域
団
体
や
役
員
が
概
ね
同
じ
よ
う

な
面
々
と
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
従
っ
て
、
地
域

側
の
受
け
止
め
と
し
て
、
そ
の
負
担
感
や
行
政
か
ら
の

や
ら
さ
れ
感
は
む
し
ろ
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
地
域
の
組
織
・
団
体
間
の
横
の
つ
な
が

り
が
基
盤
で
あ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
担
い
手
不
足
は

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
地
域
を
訪
問
し
て
み

て
も
新

た
な
人

材

を
求

め
る
声

が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
く
り
返
し
に
な
る
が
）
地
域
の
担
い
手
と
は
、
近
年

の
地
域
関
連
施
策
の
動
向
か
ら
み
て
も
、
何
ら
か
の

地
域
団
体
へ
の
所

属
や
役
職
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
。
公
民
館
の
貸
館
の
対
象
な
ど
も
、

「
組
織
的
な
教
育
活
動
」
（
社
会
教
育
法
第
２
条

）

と
定
義
さ
れ
る
よ
う
に
、
団
体
・
サ
ー
ク
ル
等
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
人
材
の
発
掘
が
必
須
で
は
あ
る
も
の
の
、

こ
う
し
た
団
体
主
義
の
ま
ま
で
は
、
（
団
体
に
所
属
し

な
い
）
個
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
な

こ
と
に
な
る
。
地
域
に
根
差
し
た
組
織
・
団
体
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
介
さ
な
い
限
り
、
新
た
な
人
材
に
は
出

会
え
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て

多
様
な
ニ
ー
ズ
や
能
力
を
も
っ
た
個
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
手
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

２
．
社
会
参
加
の
変
化
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ 

“
脱
組
織
化
”
は
本
当
な
の
か
？ 

 

各
地
で
は
自
治
会
加
入
率
の
低
下
や
婦
人
会
（
女

５  



性
会
）
等
の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
解
散
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
を
解
散
し
た
ケ

ー
ス
す
ら
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
動
き
も
ま
た
俯
瞰

し
て
見
て
み
る
こ
と
を
求
め
た
い
。
確
か
に
、
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
、
子
ど
も
会
等
を
め
ぐ
っ
て
は

会
員
数
の
減
少
や
団
体
の
解
散
、
あ
る
い
は
解
散
は

し
な
い
ま
で
も
形
式
的
に
組
織
・
団
体
名
だ
け
が
存

続
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
な
ど
、
人
び
と
は

組
織
・
団
体
か
ら
距
離
を
お
く
（
＝
脱
組
織
化
）
傾

向
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。 

し
か
し
、
そ
う
し
た
現
実
が
あ
る
一
方
で
、
日
本
各

地
で
居
場
所
や
た
ま
り
場
な
ど
、
人
び
と
が
つ
な
が
る

場
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。
例
え
ば
、
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
こ
ど
も

食
堂
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
２
０
１
６
年

以
降
着
実
な
伸
び
を
続
け
、
２
０
２
４
年
度
時
点
で

全
国
１
０
，
８
６
７
箇
所
、
前
年
比
で
１
，
７
３
５

箇
所
増
え
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
の
延
べ
参
加
人

数
は
１
，
８
８
５
万
人
と
各
地
で
急
速
な
高
ま
り
が

見
ら
れ
て
い
る
２

。
ま
た
、
10
代
か
ら
70
代
を
対
象
と

し
た
民
間
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
居
場
所
が
必
要
」
と

し
た
人
が
96
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
他
者
や
社
会
と

の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
何
ら
か
の
活
躍
の
場
を
求
め
て

い
る
こ
と
も
ま
た
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
３

。 

こ
の
こ
と
は
、
人
び
と
の
社
会
参
加
の
形
に
変
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
捉
え
た
い
。
必
ず
し

も
他
者
と
の
関
係
性
や
地
域
活
動
と
い
っ
た
こ
と
を

拒
絶
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

や
社
会
的
な
有
用
感
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
私
た
ち

は
も
っ
と
自
覚
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
既
存

の
地
域
団
体
の
目
的
や
運
営
の
あ
り
方
と
い
っ
た
従

来
ま
で
の
「
型
」
と
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
と
の
間
に
ズ
レ
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
年
間
を
通
じ
て
の
事
業
活
動
や

会
議
等
の
運
営
方
法
な
ど
の
伝
統
的
な
「
型
」
を
俯

瞰
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
新
た
な
人
材
が
関
与
す
る

こ
と
の
で
き
る
余
白
や
す
き
間
、
あ
る
い
は
自
由
に
出

入
り
で
き
る
な
ど
の
寛
容
さ
や
柔
軟
性
こ
そ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
少
な
く
と
も
、
団
体
活

動
の
低
迷
を
人
び
と
の
「
無
関
心
」
と
安
易
に
結
び
つ

け
て
し
ま
う
こ
と
に
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
。 

 

個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

地
域
の
組
織
・
団
体
へ
の
所
属
や
役
職
を
果
た
す

こ
と
が
地
域
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
そ

の
時
の
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
新
た
に
担
い
手
と
な

り
、
地
域
の
共
同
作
業
や
行
事
な
ど
が
円
滑
に
進
ん

だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
個

人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

結
び
つ
く
の
か
ど
う
か
。
す
な
わ
ち
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
と
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
と
は
整
合
す
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。 

筆
者
は
自
身
の
仕
事
柄
、
全
国
各
地
の
地
域
づ
く

り
の
現
場
で
当
事
者
た
ち
と
向
き
合
う
機
会
が
常
日

頃
か
ら
多
く
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
と
て
も
意
欲
的

な
地
域
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
「
も
っ
と
地
域
づ
く
り
に
自

由
に
楽
し
く
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
相
談
が
少
な
く

な
い
。
こ
の
話
を
聞
い
た
瞬
間
は
、
相
談
の
意
図
に
つ

い
て
少
々
理
解
に
苦
し
ん
だ
り
も
す
る
。
つ
ま
り
、
「
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
る
こ
と
」
と
「
地
域
づ
く
り

に
自
由
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
」
と
は
結
び
つ
か
な

い
と
い
う
こ
と
な
の
か
と
。 

経
済
学
者
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
、
「
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
と
し
て
の
自
由
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
と
は
、
他
者
や
社
会
に
対
し
て
自
分
の
意
志
で

選
択
や
決
定
を
行
う
能
力
で
あ
り
、
そ
の
自
由
と
は
、

自
分
が
価
値
を
認
め
る
も
の
を
達
成
す
る
た
め
の
自

由
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
社
会
教
育
関
係
団
体

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
ら
の
意
思
で
主
体
的
に
行
動

す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
各
地
の
地
域
社
会
教
育
は
こ

う
し
た
人
び
と
の
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
セ
ン
は
こ
れ
に
加
え
て
、
「
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
と
し
て
の
自
由
」
と
「
個
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

と
を
分
け
て
捉
え
る
べ
き
と
い
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

時
と
し
て
前
者
は
必
ず
し
も
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
と
は
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
団
体
の
運
営

に
懸
命
に
努
力
を
重
ね
、
例
え
ば
会
員
の
活
躍
の
場

を
創
っ
た
り
、
団
体
と
地
域
と
の
連
携
を
拡
大
さ
せ

た
り
、
団
体
活
動
と
し
て
の
前
進
を
成
し
遂
げ
た
と

し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や
し
た

代
償
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
（
団
体
活
動
と
は
別

に
）
本
来
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
頑

張
り
た
い
と
い
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
し
て
の
自

由
が
、
時
と
し
て
自
分
自
身
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

対
立
す
る
形
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
ほ
ど
の
「
も
っ
と
地
域
づ
く
り
に
自
由
に
楽
し
く
取

り
組
み
た
い
」
と
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
言
葉
は
、

団
体
役
員
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
に
は
様
々
な
制

約
が
あ
る
た
め
、
自
由
に
立
ち
振
る
舞
え
な
い
と
い
う

声
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
婦

人
会
等
の
解
散
に
話
を
戻
せ
ば
、
そ
の
解
散
理
由
に

耳
を
傾
け
て
み
る
と
、
市
町
村
や
県
単
位
の
連
合
組

織
の
会
合
へ
の
参
加
（
動
員
）
、
あ
る
い
は
行
政
に
対

す
る
補
助

金
の
会

計

報

告
な
ど
、
い
わ
ば
そ
う
し
た

“
煩
わ
し
さ
”
を
指
摘
す
る
声
が
少
な
く
な
い
。
現
に
、

婦

人

会

の
解

散

後

、
別

の
団

体

名

で
同

じ
よ
う
な

面
々
が
（
時

に
参
加

者
の
規

模
を
拡

大
し
な
が
ら
）

楽
し
く
活
動
を
し
て
い
た
り
す
る
。
い
ま
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
地
域
団
体
の
再
活
性
化
や
存
続
よ
り
も
、

多
様
な
人
び
と
の
意
識
や
行
動
を
地
域
社
会
の
力
へ

と
結
び
つ
け
る
“
回
路
”
を
つ
く
り
直
す
こ
と
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
し
て
の
行
動
と
が
結
び
つ
く
道
筋

を
考
え
て
み
た
い
。 

  

６  



３
．
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
社
会
教
育 

目
的
化
す
る
事
業
活
動 

社

会

教

育

と
は
、
地

域

的

・
社

会

的

課
題
の
解
決
、
あ
る
い
は
地
域
の
伝
統
文

化
の
継
承
な
ど
に
向
け
た
課
題
の
気
づ
き

と
共
有
、
そ
し
て
そ
の
た
め
の
住
民
相
互

の
話
し
合
い
な
ど
、
事
業
活
動
に
至
る
ま

で
の
一

連

の
プ
ロ
セ
ス
が
重

要

と
な
る

（
図
中(

ａ)

）
。
従
っ
て
、
お
互
い
が
対
等

な
立

場

で
納

得

を
得
な
が
ら
進

め
ら
れ

る
話
し
合
い
の
場
こ
そ
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス

の
中

核

で
あ
り
、
そ
こ
で
の
声

を
も
と
に

事
業
活
動
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
く
。
こ

れ
を
公

民

館

に
置

き
換

え
れ
ば
、
公

民

館
運
営
審
議
会
（
話
し
合
い
）
を
通
し
て

地

域

課

題

が
学

習

課

題

に
結

び
つ
き
、

そ
れ
が
学
習
講
座
（
事
業
活
動
）
と
な
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
、
現
実
に
は
地
域
課
題
の
発
見

や
共
有

よ
り
も
、
事

業

活

動
が
目

的

化

し
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
る
（
図
中(

ｂ)

）
。

学

習

講

座

（
事

業

活

動

）
の
企

画

上

の

根

拠

は
、
当

該

地

域
に
固

有

の
課

題

と

い
う
よ
り
も
、
受
講
生
が
多
く
集
め
ら
れ
そ
う
な
タ
イ

ム
リ
ー
な
（
人
気
の
あ
る
）
話
題
が
選
ば
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
事
業
活
動
そ
の
も
の
が
目
的
化
す
る
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
地
域
社
会
に
潜
在
化

し
て
い
る
課
題
を
発

掘
し
た
り
、
縦
割
り
行
政
で
は

捉
え
き
れ
な
い
分
野
横
断
型
の
課
題
の
構
造
を
議
論

し
た
り
、
共
有
し
た
り
す
る
フ
ェ
ー
ズ
が
消
え
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
か
か
わ
る
人
び
と
が
お

互
い
の
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が
ら
、
と
も
に
話
し

合
い
、
考
え
る
こ
と
で
、
そ
の
先
に
現
れ
る
成
果
こ
そ

が
当
事
者
た
ち
の
自
信
と
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
ま
た
具

体
的
な
課
題
解
決
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

と
も
に
歩

む
社

会

教

育

職

員
に
は
、
「
何

を
や
る
か

（
事
業
活
動
）
」
で
は
な
く
「
（
事
業
活
動
ま
で
を
）
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
」
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
社
会

教
育
の
プ
ロ
セ
ス
と
は
、
そ
の
よ
う
に
プ
ロ
セ
ス
自
体
が

地
域
・
市
民
の
力
を
育
む
と
い
う
教
育
・
学
習
論
的

意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。 

 

話
し
合
い
の
場
を
つ
く
る 

 

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
話
し
合
い
の
場
を
ど
の
よ
う
に

作
る
の
か
は
重
要
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
の
「
話
し
合

い
の
場
」
と
は
、
特
別
な
機
会
と
し
て
か
し
こ
ま
っ
て
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
な
こ
と
は
人

び
と
の
参
加
（
＝
意
見
表
明
機
会
）
が
実
現
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
自
分
の
考
え
や
意
見
を
自
由
に

言
え
る
場
で
あ
る
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
地
域
活
動
の
中
で
の
や
り
取

り
や
普
段
の
何
気
な
い
会
話
の
な
か
に
も
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
公
民
館
職
員
に
つ
い
て
言
え
ば
、
公
民

館
の
受
付
で
の
会
話
は
も
と
よ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に

自
ら
加
わ
り
な
が
ら
声
を
把
握
し
た
り
、
あ
る
い
は
地

域
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
で
の
立
ち
話
か
ら
公
民
館
事
業

が
生
ま
れ
た
り
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
４

。
そ
の
よ
う
に
地

域
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
独
自
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
豊

富
に
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
く
る
。 

話
し
合

い
の
場

を
つ
く
る
場

合

、
欠

か
せ
な
い
視

点
の
一
つ
が
多
様
な
参
加
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
高

齢
化
と
人
口
減
少
社
会
の
中
に
あ
っ
て
は
、
大
勢
を

集
め
る
こ
と
よ
り
も
、
性
別
、
年
齢
、
職
種
等
の
点
か

ら
多
様
な
人
び
と
を
集
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た

話

し
合

い
を
通

じ
た
課

題

意

識

の
世

代

間

で
の
共

感
・
共
有
な
ど
を
経
て
、
新
た
な
人
材
の
発
掘
や
登

用
が
現
実
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
話
し
合
い
の

場
は
人
材
発
掘
の
手
段
と
な
る
わ
け
だ
が
、
や
は
り

そ
の
場
を
い
か
に
創
り
上
げ
る
の
か
に
傾
注
す
る
こ
と

が
大
切
と
な
る
。
特
に
人
集
め
が
最
も
難
し
い
現
場

の
課
題
で
も
あ
る
が
、
チ
ラ
シ
等
の
広
報
配
布
で
は
容

易
に
ひ
と
は
集
ま
ら
ず
、
直

接
声

を
か
け
た
分
だ
け

集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
知
り
合
い
を
辿
り
な
が

ら
地
域
内
に
埋
も
れ
て
い
る
人
材
を
丁
寧
に
掘
り
起

こ
し
、
だ
れ
が
だ
れ
に
声
を
か
け
る
べ
き
か
な
ど
の
入

念
な
下
準
備
を
重
ね
る
こ
と
を
求
め
た
い
。 

 

４
．
学
び
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
公
民
館 

個
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
挑
戦 

 

さ
て
、
こ
う
し
た
人
び
と
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
参
加
形

態
の
変
化
、
一
方
で
進
む
地
域
の
団
体
活
動
の
低
迷

と
い
う
状
況
に
対
し
て
、
社
会
教
育
や
市
民
活
動
を

支
え
る
公
共
施
設
に
見
ら
れ
る
変
化
に
筆
者
は
着
目

し
て
い
る
。
具
体
的
な
現
場
の
変
化
の
な
か
に
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
り
方
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。 

あ
び
こ
市
民
活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）
は
、
我
孫
子
市
に
あ
る
中
間
支
援
施
設
で
あ

る
５

。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
毎
年
「
あ
び
こ
ま
ち
活
フ
ェ

ス
」
を
継
続
的
に
開
催
し
て
き
て
い
る
が
、
従
来
、
団

体
の
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
団
体
活
動
の
発
表
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
た
こ
の
事
業
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
で
の
市
民
の
か
か

わ
り
・
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
（
市
民
性
）
を
大
切
に

し
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
独
自
に

開
催
し
て
い
る
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
受
講
し
た
修
了
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
そ
こ
に
従
来
か
ら
あ
る
団
体
が

協
力
す
る
形
で
参
加
型
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
団
体
中
心
の
枠

組
み
で
は
な
く
、
個
人
の
思
い
や
考
え
を
出
発
点
と
し

て
、
そ
こ
に
団
体
活
動
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
方
式
で

あ
る
。
こ
れ
を
公
民
館
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
文
化

祭

（
公

民
館
ま
つ
り
）
な
ど
で
も
サ
ー
ク
ル
・
団
体

の

展
示
や
発
表
が
企

画
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
団

体
発
表
等
の
マ
ン
ネ
リ
や
参
加
者
の
固
定
化
な
ど
が

否
め
な
い
中
で
、
む
し
ろ
活
躍
の
場
や
つ
な
が
り
を
求

め
る
個
人
を
全
面
に
出
し
て
い
く
と
捉
え
れ
ば
、
ス
テ

７

８  



ー
シ
ョ
ン
の
挑
戦
は
実
に
大
胆
な
見
直
し
と
も
言
え

る
。
但
し
、
講
座
修
了
生
と
は
言
っ
て
も
素
人
で
あ
り
、

こ
れ
と
従
来
か
ら
活
躍
し
て
き
た
団
体
と
の
間
に
立

つ
施
設
職
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
は
容
易
で
は
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

も
つ
個
人
と
地
域
と
を
丁
寧
に
つ
な
ご
う
と
す
る
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
、
地
域
人
材
を
育
む
新
た
な
展
開

と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。 

 

「
消
費
」
か
ら
「
生
産
」
と
し
て
の
学
び
へ 

各
地
の
公
民
館
が
提
供
す
る
事
業
活
動
に
つ
い
て
、

「
消
費
と
し
て
の
学
習
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
学
習
講
座
を
提
供
し
て
く
れ
た

り
、
活
動
の
た
め
に
部
屋
を
貸
し
て
く
れ
た
り
、
何
か

を
し
て
く
れ
る
場
所
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
こ
に
は

あ
る
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
場
と
し
て
の
公
民

館
は
、
人
び
と
に
一
定
の
満
足
感
を
与
え
て
く
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
自
分
が
好
き
な
メ
ニ
ュ

ー
を
選
ぶ
だ
け
の
関
係
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
自
分
の
満

足
を
満
た
せ
ば
そ
れ
で
完
結
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
集

ま
る
人
び
と
や
身
近
な
地
域
の
課
題
等
に
も
特
に
興

味
を
持
つ
こ
と
な
く
、
新
た
な
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ

と
に
も
結
び
付
け
ら
れ
な
い
。
公
民
館
側
も
ま
た
、
ど

う
し
た
ら
多
く
の
参
加
者
（
お
客
様
）
を
集
め
ら
れ
る

か
と
い
う
視
点
で
自
ら
の
事
業
を
捉
え
て
し
ま
う
。
お

互
い
が
サ
ー
ビ
ス
＝
消
費
と
し
て
の
事
業
活
動
に
拘

り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
人
口

減
少
時
代
に
求
め
ら
れ
る
公
民
館
の
役
割
と
は
、
ど

の
よ
う
に
え
が
く
べ
き
な
の
か
。 

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
那
覇
市
若
狭
公
民
館
が

取
り
組
む
パ
ー
ラ
ー
公
民
館
の
実
践
に
注
目
し
た
い
６

。

同
公
民
館
は
、
小
学
校
３
校
と
い
う
広
域
の
エ
リ
ア

を
抱
え
て
い
る
が
、
公
民
館
か
ら
最
も
遠
距
離
に
あ
る

小
学
校
区
か
ら
の
「
身
近
な
と
こ
ろ
に
公
民
館
が
欲

し
い
」
と
の
声
を
も
と
に
誕
生
し
た
の
が
パ
ー
ラ
ー
公

民
館
で
あ
る
。
広
い
公
園
の
一
角
に
、
黒
板
テ
ー
ブ
ル

に
パ
ラ
ソ
ル
を
立
て
た
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
も
の
（
移
動

式
屋
台
型
公
民
館
）
で
あ
る
。
公
民
館
職
員
自
ら
が

「
何
も
し
な
い
公
民
館
」
と
語
る
よ
う
に
、
基
本
的
に

こ
の
パ
ラ
ソ
ル
を
設
置
す
る
だ
け
な
の
だ
が
、
次
第
に

近
隣
の
人
び
と
が
こ
の
場
に
集
い
出
す
。
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
た
か
と
思
え
ば
、
子
ど
も

た
ち
が
黒
板
テ
ー
ブ
ル
に
落
書
き
を
始
め
た
り
、
今
度

は
大
人
た
ち
が
三
線
を
手
に
歌
い
出
し
た
り
と
、
世

代
を
超
え
て
交
流
し
な
が
ら
思
い
思
い
の
営
み
が
自

然
と
く
り
返
さ
れ
る
。
こ
こ
に
育
ま
れ
る
緩
や
か
な
つ

な
が
り
と
手
作
り
の
活
動
が
人
び
と
の
こ
だ
わ
り
を

生
み
出
し
、
地
域
の
新
た
な
つ
な
が
り
は
も
と
よ
り
、

公
園
の
清
掃
や
維
持
管
理
な
ど
自
立
し
た
活
動
へ
と

結
び
つ
い
て
い
く
。 

こ
こ
に
か
か
わ
る
人
び
と
が
、
各
人
の
思
い
を
持
ち

寄
り
、
共
有
し
、
世
代
を
超
え
た
関
係
な
ど
の
緩
や
か

な
つ
な
が
り
が
、
（
結
果
と
し
て
）
面
と
し
て
の
地
域
づ

く
り
へ
と
結
び
つ
く
。
既
存
の
団
体
運
営
や
事
業
活

動
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
枠
組
み
へ
身
を
合

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
か
ら
出

発
す
る
や
り
方
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
公
民
館
職

員
は
人
び
と
が
自
ら
か
か
わ
り
、
創
造
す
る
環
境
（
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
づ
く
り
に
徹
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。 

地
域
社
会
の
基
盤
と
な
る
社
会
教
育
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
は
、
消
費
で
は
な
く
、
生
産
と
し
て
の
行
為

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
を
つ
く
る
学
び

と
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
他
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
関
与
す
る
こ
と
よ
っ

て
何
か
を
創
り
出
す
行
為
で
あ
る
。
社
会
教
育
の
現

場
に
お
い
て
は
、
既
存
の
や
り
方
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ

ず
、
人
び
と
が
主
体
的
に
関
与
可
能
な
環
境
の
醸
成

が
実
現
で
き
て
い
る
の
か
を
ふ
り
返
る
必
要
が
あ
る
。 

 

注
釈 

１

地
域
運
営
組
織
８
，
１
９
３
団
体
が
回
答
し
て
い

る
。
詳
細
は
「
令
和
６
年
度
地
域
運
営
組
織
の
形
成

及
び
持
続
的
な
運
営
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報

告
書
」
（
２
０
２
５
年
３
月
総
務
省
地
域
力
創
造
グ

ル
ー
プ
地
域
振
興
室
）
参
照 

２

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ

ー
む
す
び
え
「
こ
ど
も
食
堂
の
箇
所
数
と
年
間
の
べ
参

加

人

数

（
推

計

）
の
推

移

（
２
０
２
４
年

度 

確

定

値
）
」
２
０
２
５
年
２
月 

３

「
電
通
総
研
コ
ン
パ
ス

v
o

l.

14
居
場
所
に
関
す
る

意
識
調
査
」
。
な
お
、
調
査
対
象
者
は
15
～

79
歳
の

男
女
合
計
２
，
１
０
０
人
で
あ
る
。 

４

公
民
館
の
し
あ
さ
っ
て
出
版
委
員
会
『
公
民
館
の
し

あ
さ
っ
て
』
（
２
０
２
１
年
、
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
） 

５

中
間
支

援
機
能
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
は
、
櫻
井

常
矢
編

著

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
が
拓
く
協
働

型
社
会 

‐

地
方
か
ら
発
信
す
る
中
間
支
援
の
新
展

開‐

』
（
２
０
２
４
年
、
学
芸
出
版
社
、
２
０
２
５
年

日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
優
秀
賞
受
賞
）
参
照
。 

６

若
狭
公
民
館
の
取
り
組
み
は
、
２
０
１
８
年
度
文

部

科

学

省
第

70
回

優

良
公

民

館
表

彰
に
お
い
て
、

全
国
１
４
，
０
０
０
館
の
ト
ッ
プ
と
な
る
最
優
秀
館

に
選
ば
れ
て
い
る
。 

   

パーソナルデータ 櫻井
さ く ら い

 常
つ ね

矢
や

氏  

 

社会教育学を基盤に住民自治と

中間支援のあり方を研究する第一人

者です。地域運営組織（RMO）や中

間支援機能の構築に関する実践的

研究を進める一方、「グローバル公民

館」プロジェクトアドバイザーとして、

エジプト初の公民館設置にも寄与し

ました。地域住民が主体的に学び合

う日本型社会教育モデルの国際展開

を推進し、行政と市民をつなぐ持続

可能なコミュニティ形成を国内外で

牽引しています。また、２０２０年から

現在まで、群馬県社会教育委員会議

議長を務められています。 

８  
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社会教育主事 佐藤 玲子 さん 

 

 

 

本
講
座
の
企
画
に
当
た
っ
て 

本
講
座
に
つ
い
て
、
佐
藤
さ
ん
に
聞
き
ま
し

た
。
「
子
供
た
ち
が
地
域
の
人
と
触
れ
合
い
な

が
ら
、
豊
か
な
感
性
と
想
像
力
を
育
む
機
会
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
講
座
で
は
、
地
域
の
方
が
読

み
手
と
な
る
こ
と
で
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が

生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
物
語

の
世
界
に
浸
り
な
が
ら
、
人
の
声
の
温
か
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
中

に
は
、
何
か
人
の
た
め
に
活
動
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
も
お
り
、
そ
の
両
者
の
橋
渡
し
を
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
企
画
し
ま
し
た
。
」 

 

「
お
話
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
の
取
組 

 

「
公
民
館
報
や
館
内
の
掲
示
で
読
み
手
を

募
集
し
８
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
中

に
、
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
も
多
く
い
た
よ
う
で
、
こ
の
よ
う
な

試
み
を
待
っ
て
い
た 

と
言
う
方
も
い
ま
し 

た
。
ま
た
、
小
学
生
に
も 

募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、 

 
 

 

２
名
の
児
童
の
応
募 

が
あ
り
ま
し
た
。 

開
催
ま
で
に
、
打
合
せ
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
読
み
手
の
思
い
を
受
け
止
め
な
が

ら
、
全
員
が
心
か
ら
楽
し
く
読
め
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
た
。」
う
ま
く
読
め
る
か
不
安

そ
う
だ
っ
た
小
学
生
も
、
読
み
終
わ
っ
た

後
、
と
て
も
自
信 

に
溢
れ
た
表
情
に 

な
り
ま
し
た
。
一 

人
一
人
か
ら
の
メ 

ッ
セ
ー
ジ
も
伝
え
、 

温
か
な
時
間
と
な 

り
ま
し
た
。 

  

社会教育関係職員として心掛けていること 

 

公民館は、地域と学校・各種団体等が連携する上

で、とても大事な橋渡し役であると考えています。

住民の方々が安心して集い、学び、つながる場づく

りを意識し、特に、子供たちの居場所づくりなど、

地域に寄り添い、だれもが参加しやすい公民館活動

にすることにやりがいを感じています。社会教育主

事として、地域の課題を的確に把握し、住民の方が

声を上げ協力し合える関係性を育むきっかけづく

りができるよう、日々、取り組んでいます。 

日頃から、来館者との会話を大切にしています。

地域の方々と話をしている中で、「実は、私はこん

なことができるのよ。」といったことが分かること

もあります。そのような方々の活躍の機会を作りた

いと思いながら、日々、講座を考えています。 

また、当公民館の職員は、所管区域の中学校１校、

小学校４校の学校運営協議会の委員となっていま

す。「学校だけではできない体験活動を公民館で開

催してほしい」という学校からの要望があり、防災

体験、中学校吹奏楽部の演奏会など、学校と地域を

つなぐ役割としての仕事に積極的に取り組んでい

ます。 ↓防災体験         ↓吹奏楽部演奏会 

 

 

 

 

子供たちが地域の中で安心し、幸福感をもって成長するためには、世代を超えて関わり合える場が欠かせ

ない。小学生も読み手として活躍した『お話ワンダーランド』の取組と社会教育主事の思いを紹介する。 

前橋市上川淵公民館 

 
 

☆ウェルビーイングの向上に向けた取組☆ 

～社会教育主事講習（群馬会場）受講者を取材～ 

 

地域の方々一人一人の満足感・幸福感の向上を目指して 

  ～地域の人が読み手となって「お話ワンダーランド」～ 

日頃から、来館者

との会話を大切に

しています。 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

防災体験      

 

 

 

 

中学校吹奏楽部演奏

会 
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つ
な
が
る
か
ら
拡
が
る
へ 

近
隣
の
中
学
校
や
高
校
の
協
力
に
よ
り
、
学
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
公
民
館
事
業
に
参
加
し

て
い
る
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
制
作
や
幼
い
子
供
た
ち
と
の
関
わ
り

な
ど
、
自
身
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
活
動
で
貢

献
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
が
公
民
館
に
来
て

く
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
育
児
中
の
保
護
者
と
の
新

た
な
接
点
が
生
ま
れ
た
。
他
に
も
、
民
生
委
員
児

童
委
員
を
通
じ
て
地
元
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
つ
な
が

り
、
そ
の
活
動
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
さ
ら
に
地
域
づ
く
り
活
動
協
議
会
（
区

長
会
）と
の
連
携
か
ら
、
育
成
会
、
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
へ
と
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
連
鎖
的
に
広
が

る
こ
と
で
、
関
わ
る
団
体
は
年
々
増
加
し
、
活
動

内
容
は
ま
す
ま
す
充
実
し
て
き
て
い
る
。 

子
供
た
ち
は
未
来
の
種
・
子
育
て
支
援
は
種
ま
き 

公
民
館
の
活
動
が
多
様
な
人
々
の
手
に
よ
っ
て
広
が
っ

て
い
く
様
子
を
形
と
し
て
表
現
し
て
い
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
案
に
よ
る
も
の

で
、
参
加
者
や
公
民
館
利
用
者
の
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
つ
な
が
り
か
ら
得
ら

れ
た
保
護
者
の
「も
っ
と
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
が
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
声
を
受
け
、
公
民
館
で
は
育
児
講
座
を
全

面
的
に
見
直
し
た
。
定
期
利
用
団
体
と
連
携
し
、
申
込
不

要
で
参
加
で
き
る
「た
の
し
い
お
や
こ
時
間
」講
座
を
共
に
つ

く
り
上
げ
、
好
評
を
得
て
い
る
。 

 
 

主任主事（社会教育士） 佐藤 美香 さん 

 

 

 

 

 

 

公民館を「年齢や立場を問わず、誰も

が気軽に立ち寄れる居場所」にしたい。そ

んな思いから、来館のハードルを下げ、

自然と集まることができる雰囲気づくりを

心掛けています。また、「ピンチのときこ

そ、これまでの振り返りと見直しの最大の

チャンス」と捉え、地域の課題に前向きに

取り組んでいます。その象徴的な取組が

桜フェスティバルです。人と人がつなが

り、その関係が公民館事業に活かされて

います。運営に当たっては、公民館が主

導し過ぎないよう、「できるだけ地域の人

に任せる」姿勢を大切にし、当日は“ぶら

ぶら”と見守り、声を掛けられたら対応す

るようにしています。最低限のルールだけ

を示し、地域の主体性に委ねることで、住

民が自ら場をつくる力を引き出したいか

らです。さらに、地域の人の名前を覚え、

できるだけ名前で呼ぶことを大切にして

います。名前を呼ばれることで安心感や

信頼感が生まれ、対話が自然に深まるか

らです。また、「育児中の保護者に寄り添

う公民館でありたい」という思いの下、小

さな悩みや不安にも耳を傾け、保護者が

ほっと一息ついてもらえるような関係づく

りを心掛けています。こうした日々の姿勢

を通して、公民館を地域に根ざした温か

な居場所へと育てていきたいです。 

社会教育関係職員として心掛けていること 
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高崎市金古南足門公民館    

地域のつながりが薄れつつある今、誰もが安心して集える場づくり

が求められている。世代を超えた交流を育む取組を進めてきた金古南

足門公民館の取組と社会教育士の思いを紹介する。 

☆ウェルビーイングの向上に向けた取組☆ 

～社会教育主事講習（群馬会場）受講者を取材～ 
 

 

１０ 

金
古
南
足
門
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
誕
生 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
て
い
た
地
域
活
動

の
再
開
に
向
け
て
、
活
動
の
機
会
や
場
づ
く
り
、

そ
し
て
個
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
５
年
３
月
、

「
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
誕
生
し
た
。
公
民
館
の

存
在
を
地
域
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地

域
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「桜
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
。
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
公
民

館
へ
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
、
様
々
な
関

係
性
の
構
築
、
交
流
の
創
出
、
そ
し
て
地
域
住

民
に
と
っ
て
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
「
こ
ど
も
か
ふ
ぇ
」と
「持
っ
て
活
き

ん
祭
」を
開
催
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
供
た
ち
の

自
己
有
用
感
の
向
上
、
保
護
者
に
よ
る
公
民
館

へ
の
信
頼
の
醸
成
、
さ
ら
に
地
域
活
動
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
て
い
る
。 

社会教育関係職員として心掛けていること 

新たな地域交流の場の創出 

～笑顔の花を咲かせよう～ 
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博
物
館
と
の
連
携
に
よ
る
移
動
博
物
館 

沼
田
市
利
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
の
夏
、
県
立
自
然
史
博
物
館
と
連
携
し
、

「
ミ
ニ
移
動
博
物
館
」
が
行
わ
れ
た
。
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
や
恐
竜
の
骨
の
化
石
等
が
公
民
館
内
に
展

示
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
掛
け
る
こ
と
が
少
な

い
子
供
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
観
察
し
た
。 

ま
た
、
子
供
た
ち
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
配
信

で
自
然
史
博
物
館
内
を
見
学
し
た
り
、「
化
石
発

掘
体
験
」
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
。
さ
ら
に
、
特

別
展
「
宇
宙
へ
の
挑
戦
」
の
関
連
企
画
「
す
っ
と

び
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
」
も
体
験
。「
専
門
機
関
」
と

の
連
携
で
、
豊
か
な
学
び
が
可
能
に
な
っ
た
。 

 

Work In Partnership Work In Partnership Work In Partnership  Work In Partnership Work 

In 

 

  

 

  

 

課題が複雑化する中、講座には様々な専門性が必要。自前主義を脱却し、大

学や博物館、ＮＰＯなどの他機関・他団体との連携することで学びの質を高

め、講座を充実させている沼田市の例を取り上げる。 

 

他機関と連携した講座作り 

 

利南地区コミュニティセンター 

 

沼田市  

 

これからの公民館作りに役立つ 

先進的な講座やイベントを大特集！! 

 

公民館でのイベントを特集！ 
おしゃれで見やすい

チラシ！夏休みの思

い出づくりとしても

大人気！！ 

~ミニ移動博物館~ 
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Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children １１ 

 

                                      

   

保
護
者
か
ら
の
相
談
で
ス
タ
ー
ト 

令
和
６
年
４
月
、
北
軽
井
沢
小
と
応
桑
小

が
統
合
し
、
浅
間
小
が
開
校
と
な
っ
た
。 

そ
の
１
か
月
前
、
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
と
な

る
北
軽
井
沢
小
の
保
護
者
か
ら
「
母
校
の
閉
校

に
当
り
、
子
供
た
ち
に
最
後
の
思
い
出
を
残
し

て
あ
げ
た
い
」
と
町
の
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
に
相
談
が
あ
っ
た
。
保
護
者
有
志
、
北
軽
井

沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
卒
業
生
有
志
、
社
会
教
育

係
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
１
か
月
足
ら
ず
で
一

つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
た
。
「
第
１
回
長
野

原
町
逃
走
中
」
で
あ
る
。 

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
卒
業
生
含
め
参
加
者

６９
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３０
名
が
集
ま
り
、
北
軽

井
沢
小
学
校
を
会
場
に
母
校
で
の
最
後
の
思
い

出
を
心
に
刻
む
こ
と
が
で
き
た
。 

よ
り
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
へ 

 

参
加
し
た
子
供
た
ち
の
「ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
と
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
他
の
地
区
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
と
の
想
い
か
ら
、
第
２
回
の
開
催

が
決
ま
っ
た
。
今
度
は
、
長
野
原
町
内
全
て
の
児
童

を
参
加
対
象
と
し
た
。
令
和
６
年
９
月
、
７２
名
の
参

加
者
と
３０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
「
第
２

回
長
野
原
町
逃
走
中
」
が
開
催
さ
れ
た
。
第
２
回
参

加
者
の
声
を
受
け
、
第
３
回
の
開
催
も
決
ま
る
。
参

加
対
象
を
、
教
育
事
務
委
託
に
よ
り
令
和
８
年
度

か
ら
長
野
原
中
学
校
に
通
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る

隣
町
の
六
合
地
区
の
小
学
生
に
も
広
げ
た
。
令
和
７

年
１０
月
、
六
合
地
区
の
小
学
生
も
参
加
し
「第
３
回

長
野
原
町
逃
走
中
」
が
開
催
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
知
っ
た
近
隣
町
村
か
ら
も
参
加
し
た
い
と
い

う
声
が
届
い
て
る
と
い
う
。 

広
が
る
つ
な
が
り
、
深
ま
る
関
わ
り 

 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
初
か
ら
地
域
住
民
主
催

の
行
事
に
町
が
協
力
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
半
は
、
実
行
委
員
会
や
保

護
者
同
士
の
呼
び
掛
け
で
集
ま
っ
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
能 

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「 

自
分
も
ハ
ン
タ
ー
に
な
り
た 

い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
イ 

ベ
ン
ト
を
運
営
す
る
地
域
住 

民
の
方
々
が
町
職
員
と
一
緒 

に
な
っ
て
生
き
生
き
と
楽
し 

そ
う
に
活
動
す
る
姿
が
印
象 

的
で
あ
っ
た
。 

社会教育関係職員として 

            心掛けていること 

町民の意見を参考にしたイベントを開催す

ることを心掛けています。町民の意見を的確

に把握するために、地域との絆づくりを大切

にしています。なるべくたくさんの町民の方

に講座の講師などもしていただけるよう、町

民が講師になるための研修会や講座も計画

しています。町民が主体となってイベントを

開催する町を目指しています。 

少子化や人口減少が進む中、町民が主体

となるイベントを開催し継続していくことで、

町民同士の絆が深まったり、進学等で一度

長野原町を離れる子供たちが、長野原町に

戻ってくる一つの理由にもなったりしてくれ

ればと思っています。町民の皆さんには、町

のイベントに主体的に関わることで、今よりも

っと長野原町のことを好きになってほしいと

思っています。 

また、今後は、町外の人も呼び込めるよう

な長野原町を代表するイベントを町の人たち

と一緒につくっていきたいと考えています。 

 Incorporating  Local Resident’s  Opinons  Incorporating  Local Resident’s  Opinons 
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地域や家庭で共に学び合う社会の実現に向けて、地域住民の意見を運営

に取り入れることなどにより公民館等の社会教育施設の機能強化を図ること

が重要だといわれている。小学校の統合をきっかけに生まれた地域住民の意

見を反映し、地域と共につくるイベントと社会教育士の思いを紹介する。 

地域住民の意見を反映し地域と共につくるイベント 

長野原町教育委員会社会教育係  

 

☆ウエルビーイングの向上に向けた取組☆ 

～社会教育主事講習（群馬会場）受講者を取材～ 

 

公民館でのイベントを特集！ 

～長野原町逃走中～ 

 

 

 

１１ 

「逃走中」は、参加

者が、追跡するハ

ンターから制限時

間いっぱい逃げ

切ることを目指す

イベントです。 

長野原町教育員会 教育課 社会教育係 

社会教育主事 下谷 英隆 さん 

ハンターとして中高生も参加している 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Work In Partnership Work In Partnership Work In Partnership  Work In Partnership １２ 

 

                                              
地
域
が
育
つ
多
世
代
共
生
イ
ベ
ン
ト 

取
材
を
し
た
日
は
、
昨
年
度
よ
り
赤
羽
公
民
館

ま
つ
り
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
「
赤
羽
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
」
の
２
日
目
。
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
会
場

は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
参
加
者
の
触
れ
合
い
に
あ

ふ
れ
る
空
間
と
な
っ
て
い
た
。 

館
林
女
子
高
等
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
日
は
、
所
々
で
小
学
生
の

元
気
な
声
が
響
い
て
い
た
。
駄
菓
子
屋
・輪
投
げ
コ

ー
ナ
ー
で
ル
ー
ル
説
明
を
す
る
声
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
で
軽
食
販
売
の
呼
び
込
み
を
す
る

声
、
地
域
の
お
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
を
販
売
す

る
声
。
室
内
発
表
で
も
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の

発
表
や
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
に
多
く
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
世
代
を
超

え
て
交
流
が
生
ま
れ
た
「
赤
羽
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

に
は
、
地
域
住
民
の
前
向
き
な
気
持
ち
や
温
か
さ

が
あ
り
、
参
加
し
た
人
た
ち
が
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

「
つ
な
が
り
」
を
育
む
地
域
学
校
協
働
活
動 

 

今
回
の
「
赤
羽
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」が
盛
況
に
終
わ

っ
た
背
景
に
は
、
区
長
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

て
き
た
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
と
、
赤
羽
公
民
館

が
進
め
た
地
域
人
材
の
協
力
・活
用
が
大
き
い
。
中

で
も
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
館
林

市
立
第
五
小
学
校
で
行
う
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
は
、

年
々
魅
力
度
を
増
し
て
い
る
。
３
年
目
の
今
年
は
、

第
五
小
の
す
ぐ
裏
の
土
地
を
ほ
場
と
し
て
、
専
門

家
の
指
導
の
下
、
地
域
住
民
と
第
五
小
５
年
生
が

一
緒
に
活
動
し
、
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
を
行
っ

た
。
ま
た
今
冬
に
は
「向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学

館
」
の
協
力
の
下
、
同
じ
中
学
校
区
の
分
福
公
民
館

と
共
催
で
親
子
星
空
観
察
会
を
実
施
し
た
。 

普
段
か
ら
、
公
民
館
が
家
庭
・
学
校
・
地
域
を
つ

な
ぐ
効
果
的
な
行
事
・イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
こ
と

で
、
協
働
し
て
子
供
た
ち
を
育
て
る
「
地
域
」
が
育

ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。 

持
続
可
能
な
活
気
あ
る
地
域
の
た
め
に 

 

赤
羽
公
民
館
で
は
、
地
域
サ
ー
ク
ル
活
動
等
も

積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
「や
り
た

い
」こ
と
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
あ
る
。 

 

そ
の
中
で
今
年
度
は
、
地
域
の
見
え
づ
ら
い
課
題

に
対
し
て
、
行
政
の
視
点
か
ら
支
援
し
た
取
組
と

し
て
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
を
行
っ
た
。
自
宅
か
ら
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
災
害
を
想
定
し
、
避
難
所

生
活
の
疑
似
体
験
を
す
る
も
の
だ
。
小
学
生
の
親

子
が
参
加
し
た
今
回
は
、
極
力
災
害
時
を
想
定

し
、
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
水
を
使
用
し
な
い
状
況

で
、
料
理
を
し
た
り
非
常
食
を
食
べ
た
り
し
た
。 

 

改
善
点
も
多
く
見
つ
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た

が
、
行
政
と
し
て
、
地
域
の
た
め
に
備
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
予
定
だ
。
赤
羽
公
民
館
で
は
、
今
後
も
地

域
の
見
え
づ
ら
い
課
題
を
把
握
し
、
そ
れ
を
子
供

か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
共
有
・
経
験
し
て
い
く
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
活
気
あ
る
地
域
を
目
指
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

社会教育関係職員として 

心掛けていること 

 地域でイベントを行う際に

は「地域発」を意識しています。

住民のやる気を大切に出来た

り、課題の共有などがしやすか

ったりすることもありますが、

何より「次回も継続的に行え

る」ようになるからです。また、

どの年代でも幅広く参加でき

るようなイベント・行事を通じ

て、「地域デビュー」を促し、新

しいつながり・顔合わせの場と

して公民館を活用してほしい

と思っています。地域に住む皆

さんのやりたいことを行政と

して後押しし、活気ある地域と

なるようこれからも活動して 

いきたいです。 

Lifelong Learning    of Handicaped 
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☆ウェルビーイングの向上に向けた取組☆ 

～社会教育主事講習（群馬会場）受講者を取材～ 館林市赤羽公民館  

地域が育つ！地域で育てる住民どうしのつながり！ 

～住民発の多世代共生イベントを通して～ 
年齢・職種問わず幅広い地域住民が、地域全体で子供たちの学びや成長を支える地

域学校協働活動が求められている。行事やイベントを通して子供から大人まで、住民み

んなで地域活性を目指す赤羽公民館の取組と社会教育主事の思いを紹介する。 

 Community-School Collaborative Activities  Community-School Collaborative 
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Community-School Collaborative Activities  Community-School Collaborative 

１２ 

館林市赤羽公民館 社会教育主事 

亀田 正道 さん 

設営テント（上）と公民館内の 

スライムづくり体験の様子（下） 



 

 

 

 

                       

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度に公民館等の取組及び実態調査を行ったところ、御多用の中、155 の施設に御協力いただきました。このコーナーで

は、近年重視されている「デジタルデバイド解消」「地域学校協働活動」「障害者の生涯学習」「外国人の生涯学習」についての取

組状況を分析しました。（調査結果の全項目については、令和８年３月末に県生涯学習センターのホームページ上で公開予定です。） 

公民館アンケート結果  

今、こんな講座開かれています！  

・防犯、ネットショッピング詐欺の予防、対策講座 ・キャッシュレス決済体験講座 ・SNS、AI 初めて講座 ・大学生によるスマホ講座  

今、こんな活動が実施されています！ 

・小中学生が地域について調べた内容の発表、展示 ・農業体験 ・防災講話、防災訓練 

・地域人材のコーディネート ・学校ボランティア養成講座 ・学校と地域の運動会の共同実施 
13 

   
    

  
     

  
        

   
     

                           

                           

    

        

     

        

        

         

   

   
    

  
       

        

   
     

                      

                  

    

          

   

          

      

          

  

広まっています！地域学校協働活動 

広まっています！デジタルデバイド 

（情報格差）の解消に向けた公民館講座 
近年、生活の様々な場面がデジタル化していく一方

で、デジタルデバイド（情報格差）も加速しており、誰一

人取り残さない社会を実現するためにも、適切な対策が

求められています。特にスマートフォン等が災害情報や避

難情報などを受け取る手段として活用される現代では、

高齢者等のデジタルデバイドの解消は、生活全般のみな

らず、命の危機に関わる課題であると言えます。今年度は

昨年度の調査と比べ、実施した割合が１０ポイント増の

４１％でした。今後も住民の生活に身近な公民館等の

施設が、地域社会のニーズに応えられるよう、本センターと

しても支援が行えればと思っています。連携や事業の実施

を検討されている方は、是非御相談ください。 

地域学校協働活動とは、地域全体で子供たちの学びや

成長を支えながら、地域と学校が相互にパートナーとして連

携・協働して行う様々な活動です。学校行事だけでなく、

地域行事や公民館等社会教育施設の子供向け講座を

充実させることも地域学校協働活動の一つとなります。 

今年度は昨年度の調査と比べ１３ポイント増の３９％

でした。各公民館等で子供たちの作品を展示したり、交流

会を開催したりするなど、地域と学校をつなげる活動を行っ

ています。県内各教育事務所や本センターでも地域学校

協働活動推進のための研修会を開催しています。御興味

のある方の御連絡、御参加をお待ちしております。 
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「障害者の生涯学習」について、今年度は昨

年度調査と比べ、「取り組んでいる」と回答した

公民館が１０ポイント増加しました。また、当事

者主催の活動等も立ち上がってきており、社会

的包摂実現の観点からも、「障害者の生涯学

習」を着実に推進していく必要があります。障害

当事者の声を活かしたり、共に参画したりすること

を通じて、講座のアップデートや障害者の学び・つ

ながりづくり、障害者と健常者が共に学べる講座

の提案・実施などに、是非とも取り組んでみてくだ

さい。 

今、進められています！！障害者の生涯学習 

１４ 

  

今、求められています！！外国人の生涯学習 

今、こんな取り組みが行われています！  

・福祉作業所の活動紹介のための作品展示 ・福祉事業所等連携作品展 ・パラスポーツ代表者の講演会と実演 

・障害者の社会参加を支援する団体へ喫茶コーナを提供 ・手話技術の向上や聾唖者と健聴者との交流 

今、こんな取り組みが行われています！ 

・大学生の団体が、在日ロヒンギャ族の子供たちに学習支援 ・在日外国人に日本語を指導し、日本での生活をサポート 

・NPO法人国際交流協会による外国人向け着付け教室 ・フィリピン人の音楽グループ ・ペルーダンスの練習 

１4 

   
           

   
            

                  

                  

                  

   
       

   
          

                

                

      

  
       

   
          

                  

                 

   
           

   
            

                  

                  

                  

今年度、県生涯学習センターでは「共生社会を具現化した『つどいの場"tsudoun"』をつくろう！」をテーマに障害者の

方、外国にルーツを持つ方など多様なゲストを迎え社会的包摂、共生社会の実現を目指した内容に取り組みました。詳

細はホームページ上で公開されていますので、ぜひ御覧ください。また内容についてもお気軽にお問い合わせください。 

外国人の生涯学習について、今年度は昨年度

に比べ、「取り組んでいる」と回答した公民館は３

ポイント増加の９％となりました。現在、群馬県の

外国人住民の総数は、81,396人(令和6年末)

で、令和5年末から9,081人(12.6％)増加し、

過去最多となっており、外国人との共生を目指す

取組の重要性がこれからますます高まってきます。

是非、相互理解や日本語学習等の機会をつくっ

たり、外国人も参加しやすい行事やイベントを共に

参画したりすることで、より良い地域社会のコミュニ

ティの構築を目指していきましょう。 



 
●前橋市● 

中央公民館 

上川淵公民館 

下川淵公民館 

芳賀公民館 

桂萱公民館 

東公民館 

元総社公民館 

総社公民館 

南橘公民館 

清里公民館 

永明公民館 

城南公民館 

大胡公民館 

宮城公民館 

粕川公民館 

富士見公民館 

●伊勢崎市● 

北公民館 

南公民館 

殖蓮公民館 

茂呂公民館 

三郷公民館 

宮郷公民館 

名和公民館 

豊受公民館 

赤堀公民館 

あずま公民館 

境公民館 

境采女公民館 

境剛志公民館 

境島村公民館 

境東公民館 

●渋川市● 

中央公民館 

渋川公民館 

渋川東部公民館 

渋川西部公民館 

金島公民館 

古巻公民館 

豊秋公民館 

乗附公民館 

北部公民館 

城山公民館 

浜尻公民館 

矢中公民館 

鼻高公民館 

南公民館 

東公民館 

北公民館 

城址公民館 

金古公民館 

国府公民館 

堤ヶ岡公民館 

上郊公民館 

金古南足門公民館 

下里見公民館 

久留馬公民館 

●藤岡市● 

地域づくりセンター藤岡 

地域づくりセンター神流 

地域づくりセンター小野 

地域づくりセンター美土里 

地域づくりセンター美九里 

地域づくりセンター平井 

地域づくりセンター日野 

地域づくりセンター鬼石 

●富岡市● 

七日市黒川地域づくりセンター 

富岡地域づくりセンター 

東富岡地域づくりセンター 

黒岩地域づくりセンター 

一ノ宮地域づくりセンター 

高瀬地域づくりセンター 

額部地域づくりセンター 

小野地域づくりセンター 

吉田地域づくりセンター 

丹生地域づくりセンター 

妙義地域づくりセンター 

妙義地域づくりセンター 分館 

●安中市● 

安中公民館 

群馬県内の公民館等一覧(30市町村２09施設) 

藪塚本町中央公民館 

尾島生涯学習センター 

世良田生涯学習センター 

●館林市● 

郷谷公民館 

中部公民館 

大島公民館 

赤羽公民館 

六郷公民館 

三野谷公民館 

多々良公民館 

渡瀬公民館 

分福公民館 

西公民館 

城沼公民館 

●みどり市● 

笠懸公民館 

大間々公民館 

東公民館 

●板倉町● 

中央公民館 

東部公民館 

南部公民館 

北部公民館 

●明和町● 

中央公民館 

●千代田町● 

千代田町民プラザ 

●大泉町● 

大泉町公民館 

●邑楽町● 

中央公民館 

長柄公民館 

高島公民館 

伊香保公民館 

小野上公民館 

子持公民館 

赤城公民館 

北橘公民館 

●榛東村● 

中央公民館 

 

●吉岡町● 

吉岡町公民館 

●玉村町● 

玉村町公民館 

●高崎市● 

中央公民館 

倉渕公民館 

箕郷公民館 

新町公民館 

榛名公民館 

吉井公民館 

片岡公民館 

佐野公民館 

六郷公民館 

城東公民館 

新高尾公民館 

中川公民館 

八幡公民館 

豊岡公民館 

長野公民館 

大類公民館 

南八幡公民館 

岩鼻公民館 

倉賀野公民館 

東部公民館 

京ケ島公民館 

滝川公民館 

中居公民館 

西公民館 

城南公民館 

寺尾公民館 

塚沢公民館 

西部公民館 

原市公民館 

磯部公民館 

東横野公民館 

岩野谷公民館 

板鼻公民館 

秋間公民館 

後閑公民館 

松井田・新堀地区生涯学習センター 

臼井地区生涯学習センター 

坂本・入牧地区生涯学習センター 

西横野地区生涯学習センター 

九十九地区生涯学習センター 

細野地区生涯学習センター 

●下仁田町● 

下仁田町公民館 

●甘楽町● 

甘楽町公民館 

●中之条町● 

中央公民館  

中之条公民館  

沢田公民館 

伊参公民館 

名久田公民館 

六合公民館 

●嬬恋村● 

東部公民館 

●草津町● 

草津町公民館 

●高山村● 

高山村公民館 

●東吾妻町● 

中央公民館 

東公民館 

太田公民館 

岩島公民館 

坂上公民館 

●沼田市● 

利南地区コミュニティセンター 

池田地区コミュニティセンター 

薄根地区コミュニティセンター 

川田地区コミュニティセンター 

白沢地区コミュニティセンター 

利根地区コミュニティセンター 

●片品村● 

片品村文化センター 

●昭和村● 

昭和村公民館 

●みなかみ町● 

中央公民館 

水上公民館 

新治公民館 

●桐生市● 

中央公民館 

東公民館 

西公民館 

南公民館 

北公民館 

昭和公民館 

境野公民館 

広沢公民館 

梅田公民館 

相生公民館 

川内公民館 

桜木公民館 

菱公民館 

桜木西公民館 

新里公民館 

黒保根公民館 

●太田市● 

社会教育総合センター 

太田公民館 

九合公民館 

沢野公民館 

韮川公民館 

鳥之郷公民館 

強戸公民館 

休泊公民館 

宝泉公民館 

毛里田公民館 

木崎公民館 

生品公民館 

綿打公民館 

 

１１ 

＊上記一覧は、令和7年度群馬県教育関係職員録等を参考に生涯学習センターが作成しました。集会所等は含まれていません。 

学
校
と
公
民
館
、
そ
し
て
公
民
館
同
士
も

手
を
取
り
合
い
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
公
民
館
等
の
情
報
は
、
市
町

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。 

１５ 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

中
部
教
育
事
務
所 

「
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
事
業
の
取
組
」 

 

本
県
で
は
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進
に
向

け
、
地
域
に
お
け
る
学
び
と
つ
な
が
り
を
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
核
を
担
う

の
が
「
社
会
教
育
委
員
」
で
す
。
社
会
教
育
委
員
は
、

地
域
の
教
育
課
題
や
住
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
行
政
と
住
民
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
当
事
務
所
が
関
わ
っ
た
社
会
教
育

委
員
関
連
事
業
の
取
組
と
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
代
表
者
会
議
】 

本
年
度
の
社
会
教
育
研
究
集
会
の
準
備
会
を
兼

ね
て
開
催
し
、
テ
ー
マ
設
定
、
役
割
分
担
、
講
師
の

確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
市
町
村
の

取
組
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
相
互
に
質
問
し

合
う
こ
と
で
、
地
域
ご
と
の
課
題
や
工
夫
を
共
有
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
協
議
は
、
委
員
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
研
究
集
会
の
質
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
実
践
に
活
か
せ
る
ヒ
ン
ト
を
得
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
中
部
地
区
社
会
教
育
委
員
研
究
集
会
】 

研
究
集
会
で
は
、
事
例
発
表
と
し
て
「
伊
勢
崎
市

社
会
教
育
委
員
会
議
の
取
組
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し 

た
。
市
レ
ベ
ル
で
の
社
会
教
育
活
動
や
市
民
対
応
の

具
体
的
な
取
組
が
共
有
さ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
大

き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
公
民
館
活
動
の

事
例
や
、
事
務
局
と
社
会
教
育
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
が
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
の
活
動
の
方

向
性
を
考
え
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、
東
京
家
政
大

学
人
文
学
部
教
育
福
祉
学

科
准
教
授
の
宮
地
孝
宜
氏

に
「
子
供
た
ち
の
育
ち
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
社
会
教
育
委

員
の
立
場
や
役
割
に
つ
い

て
の
新
た
な
視
点
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
子
供
・
若
者
が
居
場
所
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
る
重
要
性
が
共
有
さ
れ
、
地
域
で
の
支
援

の
在
り
方
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｔ
法
（K

e
e
p

・P
r
o
b
l
e
m

・T
r
y

）
を

用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
参
加
者
同
士
が

経
験
や
考
え
方
を
交
換
し
、
有
意
義
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
対
話
型
の
学
び
は
、
委
員

の
実
践
力
向
上
に
直
結
し
て
い
ま
す
。 

【
管
内
社
会
教
育
委
員
会
議
へ
の
働
き
か
け
】 

各
市
町
村
の
社
会
教
育

委
員
会
議
か
ら
の
講
師
依

頼
を
受
け
、
事
務
局
と
打

合
せ
を
重
ね
な
が
ら
「
社

会
教
育
委
員
の
役
割
」
や

「
国
の
動
向
」
に
つ
い
て

講
話
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
委
員
が
地
域

課
題
を
踏
ま
え
た
活
動
を

検
討
す
る
際
の
観
点
を
提
供
で
き
ま
し
た
。 

 

地
区
別
社
会
教
育
研
究
集
会
や
県
社
会
教
育
研

究
大
会
で
は
、
事
例
発
表
に
向
け
て
伊
勢
崎
市
の
事

務
局
と
連
携
し
、
準
備
や
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
伴
走
型
の
支
援
は
、
委
員
の
主
体
的
な
活
動

を
促
し
、
地
域
の
学
び
の
質
を
高
め
る
基
盤
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

社
会
教
育
委
員
は
、
地
域
の
学
び
を
支
え
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
す
。
当
事
務
所
で
は
、
委
員
の
資
質
向

上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
支
援
し
、
個
人
と
地
域

の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
寄
与
す
る
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
委
員
が
地
域
の
多
様
な

課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
研
修
や
情
報
提
供
を
充

実
さ
せ
、
持
続
可
能
な
学
び
の
場
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。 

１６ 



 

各
教
育
事
務
所
よ
り 

西
部
教
育
事
務
所 

『
「
ワ
ク
わ
く
子
育
て
ト
ー
キ
ン
グ
」
で
広
が
る 

家
庭
教
育
支
援
』 

西
部
教
育
事
務
所
で
は
、
「
ぐ
ん
ま
の
家
庭
教
育
応

援
条
例
」
に
基
づ
き
、
社
会
全
体
で
家
庭
教
育
を
応

援
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
ワ
ク
わ
く
子
育

て
ト
ー
キ
ン
グ
」
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

近
年
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、
親
同
士

の
交
流
の
機
会
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
『
孤

育
て
』
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
保
護

者
が
一
人
で
不
安
や
悩
み
を
抱
え
込
み
や
す
い
状
況

が
見
ら
れ
ま
す
。
当
事
務
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現

状
を
解
消
す
る
た
め
に
、
対
話
を
通
じ
て
安
心
感
を

共
有
で
き
る
場
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 

【
就
学
時
健
診
時
に
お
け
る
取
組
】 

本
年
度
も
管
内
の
多
く
の
小
学
校
に
お
い
て
、
就

学
時
健
診
の
際
に
「
ワ
ク
わ
く
子
育
て
ト
ー
キ
ン

グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
テ
ー
マ
は
、
入
学
前

の
不
安
を
解
消
す
る
「
ド
キ
ド
キ
を
ワ
ク
ワ
ク
に
」

を
は
じ
め
、「
子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
」「
子
ど
も

へ
の
声
の
か
け
方
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ど
の
会
場
に
お
い
て
も
、
初
め
は
緊
張
し
た
様
子
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
ワ

ー
ク
が
進
む
に
つ
れ
て
笑

顔
や
笑
い
声
に
あ
ふ
れ
、

最
後
に
は
話
が
止
ま
ら
な

い
様
子
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
同

じ
悩
み
や
不
安
を
共
有
で

き
て
安
心
し
た
」「
他
の

保
護
者
と
話
す
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
不
安

を
前
向
き
な
意
欲
へ
と
変
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

【
福
祉
部
局
と
の
連
携 

 

富
岡
市
０
歳
児
ペ
ア
・
ス
ク
ー
ル
】 

富
岡
市
で
は
、
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
０
歳
児
の

保
護
者
が
集
ま
る
機
会
を
活
用
し
て
「
ワ
ク
わ
く
子

育
て
ト
ー
キ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
子
育
て

健
康
プ
ラ
ザ
・
親
と
子
の
ス
マ
イ
ル
サ
ロ
ン
」
で
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
当
事
務
所
と
市

生
涯
学
習
課
が
福
祉
部
局
へ
企
画
を
共
有
し
、
協
力

し
合
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
家
庭
教

育
支
援
チ
ー
ム
「
リ
ン
ク
る
」
が
中
心
と
な
り
、「
子

育
て
中
の
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

日
々
の
育
児
を
振
り
返
り
な
が
ら
語
り
合
う
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
日
々
育
児
に
取
り
組
む
保
護
者
の

方
々
か
ら
は
、
同
じ
子
育
て
中
の
保
護
者
と
話
す
こ

と
で
「
良
い
時
間
を
過
ご
せ
た
」「
我
が
子
と
過
ご
す

幸
せ
を
再
確
認
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
届
い
て

い
ま
す
。 

 

【
家
庭
教
育
支
援
の 

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
】 

本
年
度
は
３０
か
所
に
お
い
て
、
９００
名
近
い
方
に

「
ワ
ク
わ
く
子
育
て
ト
ー
キ
ン
グ
」
へ
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
実
践
を
通
し
て
、
保
護
者
の

方
が
い
か
に
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
か
を
改
め
て

実
感
し
て
い
ま
す
。
誰
か
に
話
を
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
安
心
感
や
、
他
の
家
庭
の
話
を
聞
く
こ
と
で
生

ま
れ
る
新
た
な
気
づ
き
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
『
孤
育

て
』
を
防
ぎ
、
家
庭
教
育
の
基
盤
を
よ
り
確
か
な
も

の
に
し
ま
す
。 

西
部
教
育
事
務
所
で

は
、
こ
う
し
た
対
話
の
場

を
継
続
的
に
提
供
す
る
こ

と
で
、
各
家
庭
が
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、
社
会
全
体

で
支
え
合
う
家
庭
教
育
支

援
の
更
な
る
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

１７ 



各
教
育
事
務
所
よ
り 

吾
妻
教
育
事
務
所 

「
吾
妻
郡
文
化
財
調
査
委
員
等
研
修
」 

 

吾
妻
郡
で
は
、
文
化
財
調
査
委
員
及
び
文
化
財
担
当

職
員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
、
毎
年
、
管
内
の
町

村
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
調
査
委
員
等
の
資
質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

会
場
町
村
の
郷
土
文
化
の
理
解
を
深
め
、
視
野
を
拡
大

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

本
年
度
は
１０
月
７
日
（
火
）
、
中
之
条
町
で
２
年
に

１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
「
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
期

間
中
に
中
之
条
町
教
育
委
員
会
と
吾
妻
郡
社
会
教
育
振

興
会
の
主
催
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
は
、
文
化
芸
術
基
本
法
に
あ
る
、
観
光
・
ま
ち
づ

く
り
・
国
際
交
流
・
教
育
・
産
業
な
ど
の
関
連
分
野
と

連
携
し
、
文
化
芸
術
の
価
値
を
継
承
・
発
展
・
創
造
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
芸
術
祭
で
、
今
年
は
１０
回

目
の
開
催
で
す
。 

文
化
財
調
査
委
員
等
研
修
会
に
話
を
戻
し
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
は
、
午
前
中
に
講
演
会
と
各
町
村
文
化
財
調

査
委
員
等
の
活
動
紹
介
や
保
有
す
る
文
化
財
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
、
昼
食
休
憩
、
午
後
は
現
地
研
修
と
い
う

充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

本
年
度
の
講
演
会
の
講
師
は
、
前
述
し
た
中
之
条
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
山
重
徹
夫
氏
で
し

た
。
演
題
は
「
新
た
な
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
」
で
、

芸
術×

文
化
財
に
つ
い

て
御
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

中
で
も
、
初
め
て
耳
に

し
た
の
が
「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」

と
い
う
取
組
で
し
た
。 

中
之
条
町
で
は
、
令
和

５
年
度
よ
り
全
て
の
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
な
り

ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議

会
の
中
で
、
子
供
た
ち
に
芸
術
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
正
式
に
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
形
で
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
学
校
で
子
供
た
ち
と
共
に
制
作
活
動
す
る
環
境

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

ス
ク
ー
ル
」
は
全
国
的
に
見
て
も
先
進
的
な
取
組
だ
そ

う
で
す
。
中
之
条
町
立
中
之
条
小
学
校
で
は
、
空
き
教

室
の
一
つ
を
一
定
期
間
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
開
放
し
、
子

供
た
ち
と
共
に
作
品
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
後
に
こ
の

作
品
は
、
旧
吾
妻
第
三
小
学
校
校
舎
（
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」）
に
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
の
目
に
触
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
午
後
は
現
地
研
修
で
中
之
条
町
に

あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財
「
富
沢
家
住
宅
」
と
県
指
定

重
要
文
化
財
「
新
保
家
住
宅
」「
旧
吾
妻
第
三
小
学
校
校

舎
（
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」）」
の
計
３
か
所
を
中
之
条
町

文
化
財
調
査
委
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
巡
り
ま
し 

た
。
こ
れ
ら
の
重
要
文
化
財
も
、
今
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
展
示
会
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
文
化
財
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
、
文
化
財
担
当
職
員
や
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
指
導
し
た

り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
相
談
を
重

ね
た
り
し
な
が
ら
、
展
示
す
る
方
法
や
作
品
の
見
せ
方

な
ど
を
検
討
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

本
年
度
の
研
修
出
席
者
数
は
約
４０
名
。
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
る
文
化
財
調
査
委
員
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。 

文
化
財
保
護
法
の
改
正
で
「
保
存
か
ら
保
存
＋
活
用

へ
」
と
方
針
転
換
が
行
わ
れ
、
文
化
財
を
地
域
資
源
と

し
て
活
用
し
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る
よ
う

な
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
管
内
各
教
育
委
員
会

文
化
財
担
当
職
員
は
専
門
職
員
が
決
し
て
多
く
は
な
く
、

文
化
財
調
査
委
員
の
人
員
の
確
保
も
容
易
で
は
な
い
状

況
の
中
で
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
策
定
や
関

係
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
本
研
修
会
が
、
今
後

と
も
各
町
村
文
化
財
担

当
職
員
及
び
文
化
財
調

査
委
員
の
皆
様
の
資
質

向
上
や
実
の
あ
る
情
報

交
換
の
場
と
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。 
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各
教
育
事
務
所
よ
り 

利
根
教
育
事
務
所 

「
地
域
で
支
え
る
家
庭
教
育
に
向
け
て
」 

地
域
で
家
庭
教
育
を
支
え
る
た
め
に
は
、
家
庭
教
育
支
援

団
体
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
と
、
地
域
住
民
が
家
庭
教
育

へ
の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

利
根
教
育
事
務
所
で
は
、
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
た
め
、

「
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」
と
「
家
庭
教
育
支
援
連
携

会
議
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 「
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」
７
月
１９
日
（
土
） 

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー  

こ
の
事
業
は
、
家
庭
教
育
支
援
団
体
代
表
者
４
名
の
実
行

委
員
を
中
心
に
、
地
域
の

小
学
生
と
保
護
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
準
備
か
ら
当
日
の

進
行
ま
で
実
行
委
員
が

担
い
、
児
童
だ
け
で
な

く
、
親
子
が
一
緒
に
楽
し

み
、
体
を
動
か
し
、
協
力

し
合
う
体
験
を
大
切
に

し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
児
童
と
そ
の

弟
や
妹
、
保
護
者
合
わ
せ

て
５９
名
が
参
加
し
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
読
み
聞
か

せ
、
サ
ー
キ
ッ
ト
型
の
運
動
コ
ー
ス
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
、

各
団
体
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
多
様
な
体
験
を
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
夏
休
み
の
始
ま
り
に
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
」「
親
子
で
た
く
さ
ん
体
を
動
か
せ
た
」「
気
が
進
ま

な
か
っ
た
活
動
も
、
や
っ
て
み
た
ら
楽
し
く
良
い
刺
激
に
な

っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
親
子
が
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
一
面
に
気
付
い
た
り
、
子
供
と
の
関
わ

り
を
見
つ
め
直
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

事
業
終
了
後
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
実
行
委
員
が
振
り

返
り
を
行
い
、
次
年
度
へ
の
改
善
点
を
検
討
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
地
域
で
家
庭
教
育
を
支
え
る
事
業
と
し
て
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 「
家
庭
教
育
支
援
連
携
会
議
」
１１
月
１８
日
（
木
） 

利
根
沼
田
振
興
局 

 
こ
の
会
議
は
、「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
る
、
こ

ん
な
思
い
が
あ
る
。
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら
。
地
域
で
家
庭
教

育
を
支
え
る
人
た
ち
と
出
会
う
、
つ
な
が
る
、
は
じ
め
の
一
歩
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
下
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
供
会
役
員
、
青
少
年
健
全
育
成
推
進
員
、
社
会
教

育
委
員
、
家
庭
教
育
支
援
団
体
等
５
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
家
庭
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
共
有
し
た
後
、

地
域
で
活
動
す
る
「
体
験
活
動
」「
読
み
聞
か
せ
」「
つ
な
が
り

づ
く
り
」「
訪
問
支
援
」
の
４
つ
の
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ

で
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
の
感
想
や
家
庭
教
育
支
援
に
お
い
て
、
自

分
が
今
で
き
る
こ
と
、
地
域
に
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
家
庭

教
育
支
援
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
に
は
、
家
庭
教
育
支
援

団
体
に
よ
る
「
活
動
紹
介

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、

会
議
前
後
に
自
由
に
体

験
や
交
流
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
発
達
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
る

展
示
や
感
覚
過
敏
の
体

験
、
ブ
ッ
ク
シ
ェ
ア
、
制

服
リ
ユ
ー
ス
、
木
の
お
も

ち
ゃ
遊
び
な
ど
、
各
団
体

の
特
色
を
生
か
し
た
内

容
が
並
び
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
家
庭
教
育
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
た
」「
子
育
て
を
一
人
で
抱
え
ず
、
支
援
団
体

を
頼
る
こ
と
の
意
義
を
再
認
識
し
た
」「
必
要
な
人
に
情
報
が

届
く
よ
う
、
情
報
発
信
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
家
庭
教
育
を
支
援
し
て
い
る
パ
ネ
ラ
ー
の
話
か
ら
、
多
様

な
視
点
で
家
庭
教
育
支
援
の
在
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
世
代
や
地
域
、
立
場
な
ど
が
異
な
る
参
加
者

同
士
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
共
通
し
た
思
い
に
気
付
い
た
り
、

つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
り
す
る
機
会
に
な
り

ま
し
た
。  

 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
地
域
の
家
庭
教
育
支
援
団
体
の

活
動
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育
を
支
え
る
体
制

づ
く
り
や
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
地
域
全
体
で
共
有
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。  

親子でエアロビクスに挑戦  

活動紹介コーナーにおける交流の様子  １９ 



 

各
教
育
事
務
所
よ
り 

東
部
教
育
事
務
所 

「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
形
」 

令
和
６
年
に
第
４
期
群
馬
県
教
育
振
興
基
本
計

画
（
群
馬
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
県
民
を
「
学
習
者
」
と
位
置
付
け
、

主
体
的
に
学
び
、
行
動
す
る
力
＝
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

の
育
成
が
最
上
位
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 そ

の
実
現
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
互
い
に

支
え
合
う
協
働
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
供
た
ち
が
、
多
様
な
人
々
と
関
わ
り
な
が
ら
学
ぶ

環
境
の
整
備
や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
的
な

機
会
を
作
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

東
部
教
育
事
務
所
で
は
、
今
年
度
「
生
涯
学
習
・

社
会
教
育
を
通
し
た
、
人
づ
く
り
、
つ
な
が
り
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
を
運
営
方
針
と
し
て
、 

 

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
に
関
わ
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
主
催
事
業
で
あ
る
「
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
員
等
研
修
会
」
は
、
講
師
に
鈴
木
廣

志
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
地
域
と
学
校
の
連
携
・

協
働
の
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
以
下
Ｃ
Ｓ
）
の
事
例
や
地
域
の
良
さ
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
は
、
講
師
に
塩
畑
貴
志
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

現
在
も
学
校
運
営
協
議
会
委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
教
職
員
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
現
場
の
様
子
を

踏
ま
え
、
地
域
と
学
校
に
関
わ
る
人
た
ち
の
役
割
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
両
研
修
会
で
は
、
参
加
者
同
士
の
交
流
活

動
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
対
話
か
ら
生
ま
れ

る
新
し
い
自
分
に
気
付
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
新
た
な
柱
」 

 

今
年
度
、
東
毛
地
区
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働

推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
生
涯
学
習
、
学
校
教
育
の

両
課
担
当
者
を
対
象
に
２
回
（
５
月
・
２
月
）
実
施

し
ま
し
た
。 

５
月
に
は
、
地
域
学
校
連
携
に
つ
い
て
、
群
馬
県

の
目
指
す
方
針
の
共
有
を
図
り
、
Ｃ
Ｓ
と
地
域
学
校

協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
や
地
域
学
校
協
働
活
動

推
進
員
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

次
に
、
公
立
の
小
中
学
校

で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
総
合

的
な
学
習
」
の
年
間
計
画
か

ら
、
地
域
課
題
解
決
の
視
点

に
立
っ
て
、
人
材
・
物
・
場
所

を
い
か
に
活
用
す
る
か
な
ど

を
考
え
ま
し
た
。 

両
課
の
担
当
者
が
顔
を
合

わ
せ
て
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
、
そ
の
中
で
双
方
の
課
題
と
活
動
を
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
こ
と
も
あ
り
、

活
発
な
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
じ
教
育
委
員
会
で
あ
り
な

が
ら
、
お
互
い
に
協
議
す
る
機
会

は
少
な
い
と
い
う
声
を
伺
う
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
一
つ
の
「
き

っ
か
け
」
と
な
る
会
議
に
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
、
Ｃ
Ｓ
を
導
入
す

る
地
域
へ
両
課
で
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
と
学
校
が
連
携
し
た
「
浴

衣
の
着
付
け
体
験
事
業
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
事
務

局
両
課
の
連
携
を
深
め
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

２
月
の
推
進
会
議
で
は
、
こ
の
１
年
の
取
組
に
つ

い
て
、
各
市
町
の
実
践
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
連

携
の
形
は
地
域
ご
と
に
様
々
で
、
現
状
を
変
え
、
事

業
を
進
め
る
こ
と
の
難
し
さ
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。 

 

「
学
校
と
と
も
に
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」 

 

東
部
地
区
は
、
地
域
資
源
・
環
境
・
市
町
の
人
口

も
異
な
り
、
連
携
の
形
は
様
々
で
す
。
そ
れ
で
も
事

例
が
共
有
さ
れ
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
継
続
す
る
こ

と
で
、「
学
校
と
と
も
に
あ
る
地
域
づ
く
り
」
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

今
後
、
当
事
務
所
と
し
て
も
、
教
育
委
員
会
訪
問

を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｓ
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的

推
進
に
向
け
た
指
導
助
言
・
伴
走
支
援
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２０ 



 
 

                          

令
和
７
年
度
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
で
５
回

に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
家
庭
教
育
支
援
者
養
成
講
座
に

つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

第
１
回 

令
和
７
年
８
月
２１
日
（木
） 

「子
ど
も
・子
育
て
家
庭
の
現
状
と 

家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性
」 

講
師 

長
野
県
立
大
学
健
康
発
達
学
部 

教
授 

金
山 

美
和
子 

氏 

 

将
来
親
と
な
る
人
た
ち
の
子
供
に
関
わ
る
経
験
が 

減
少
す
る
と
共
に
、
共
働
き
家
庭
が
大
き
く
増
え
た 

こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
の
時 

間
が
減
少
す
る
保
護
者
が 

増
加
し
た
。
そ
う
し
た
子 

育
て
家
庭
の
現
状
か
ら
、 

子
育
て
の
不
安
感
や
負
担 

感
を
軽
減
す
る
こ
と
や
、 

親
が
親
と
し
て
育
つ
た
め 

の
社
会
的
学
習
の
場
を
提 

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
に
な 

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、 

上
越
市
や
大
学
の
取
組
を
紹
介
さ
れ
た
。 

【受
講
者
の
感
想
】 

〇
子
育
て
の
中
で
も
、
乳
幼
児
く
ら
い
が
対
象
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事

で
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
関
わ
ら
な
か
っ
た
内
容
で

し
た
の
で
、
新
鮮
で
し
た
。 

 

第
２
回 

令
和
７
年
９
月
５
日
（金
） 

「子
ど
も
の
発
達
と
親
子
関
係
」 

講
師 

大
正
大
学
臨
床
心
理
学
部 

教
授 

井
澗 

知
美 

氏 

 

「幼
児
期
の
子
供
の
心
の 

発
達
」か
ら
子
供
を
理
解
す 

る
と
い
う
お
話
の
中
で
、
分 

か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
の
は 

子
供
自
身
で
あ
り
、
「困
っ
た 

子
」 

は
「困
っ
て
い
る
子
」 

で
あ
る
と
い
う
言
葉
に
、
多 

く
の
受
講
者
が
う
な
ず
い
て 

い
た
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム 

症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
児
と
注
意
欠
陥
多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
児

が
日
常
生
活
で
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
話

さ
れ
、
子
供
が
、
自
分
自
身
で
学
び
に
役
立
つ
良
い
選

択
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。 

【受
講
者
の
感
想
】 

〇
子
供
と
接
す
る
親
に
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供
を
褒
め
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

第
３
回 

 

令
和
７
年
９
月
２６
日
（金
） 

「子
ど
も
の
貧
困
・虐
待
の
現
状
と 

家
庭
へ
の
支
援
の
在
り
方
」 

 

 

 

 

 

 

月

日

曜
日

日
直

 

           県生涯学習センターの研修講座    
 

●家庭教育支援者養成講座● 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

 

２１ 



講
師 

東
洋
大
学
福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
部 

教
授 

 

鈴
木 

崇
之 

氏 

 

貧
困
の
解
消
に
向
け
た 

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法 

律
の
整
備
な
ど
は
進
ん
で 

い
る
が
、
制
度
の
分
か
り
に 

く
さ
や
手
挙
げ
型
交
付
金 

の
周
知
不
足
な
ど
で
、
適
切 

な
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
な 

い
実
態
へ
の
対
応
が
必
要
で 

あ
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

 

「
子
ど
も
の
虐
待
」
で
は
、
児
童
相
談
所
の
仕
組
み
と

虐
待
に
気
付
い
た
時
の
通
告
に
つ
い
て
や
、
児
童
相
談

所
と
児
童
福
祉
施
設
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
。
子
供
の
貧
困
が
全
て
虐
待
に
つ
な
が
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
貧
困
の
状
態
に
あ
る
こ
と
は
、
虐
待
が
起

き
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
く
だ
さ

っ
た
。 

【受
講
者
の
感
想
】 

〇
大
変
興
味
深
い
内
容
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
。
今
日

の
話
の
続
き
を
是
非
聞
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
現
状

を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
家
庭
へ
の
支
援
を
し
て
い
け

ば
よ
い
か
、
真
剣
に
考
え
ら
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
４
回 

令
和
７
年
１０
月
９
日
（木
） 

「子
ど
も
の
行
動
異
常
を
改
善
す
る
た
め
の 

支
援
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
」 

講
師 

福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部 

 

教
授 

 

横
山 

浩
之 

氏 

 

特
別
支
援
教
育
の
目
標
は
能
力
の
発
揮
と
社
会
参

加
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
発
達
に
課
題
が
あ
る

子
に
対
す
る
支
援
の
仕
方
を
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。
知

的
障
害
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
注
意
欠
陥
多
動
症

の
特
性
と
対
応
の
仕
方
、
ま
た
、
発
達
障
害
と
間
違
わ

れ
や
す
い
、
「
反
抗
挑
発
症
・
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
症
・メ
デ

ィ
ア
依
存
」
に
よ
る
行
動
異
常
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ

さ
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
子
供
た
ち
を
、
支
援
が
な
く

て
も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

中
学
校
以
降
で
は
手
を
掛
け
過
ぎ
る
こ
と
は
自
立
を 

損
な
う
こ
と
に
つ
な
が
る 

と
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

【受
講
者
の
感
想
】 

〇
な
か
な
か
聞
く
こ
と
が 

で
き
な
い
専
門
医
の
お 

話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
内
容
の
講 

座
は
、
複
数
回
設
定
さ
れ 

て
も
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

第
５
回 

令
和
７
年
１０
月
２３
日
（木
）  

 

先
進
事
例
か
ら
学
ぶ 

① 

「親
の
力
を
活
か
し
た
子
育
て
支
援 

―

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の 

新
し
い
可
能
性―

」 

講
師 

前
橋
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム 

「サ
マ
ン
サ
」 

藤
岡 

智
子 

氏 

根
本 

朋
子 

氏 

② 

「家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
、
家
庭
と
の
関
わ
り
方
」 

 
 

講
師 

富
岡
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム 

 

「み
ん
な
の
お
う
え
ん
団
」 

富
田 

ゆ
か
り 

氏 

秋
山 

琳
佳 

氏 

 

発
表
①
で
は
、
主
に
「ペ
ア 

レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」の
取
組 

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

親
自
身
の
良
さ
や
可
能
性
を 

見
付
け
る
こ
と
を
大
切
に
し
て 

い
る
取
組
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

発
表
②
で
は
、
富
岡
市
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
「み

ん
な
の
家
」
を
拠
点
に
、
食
事
を
提
供
す
る
無
料
学
習

会
な
ど
子
供
た
ち
へ
の
支
援
を
軸
に
、
子
育
て
講
座
な

ど
保
護
者
へ
の
支
援
も
行
う
、
意
欲
的
で
、
今
日
的
な

取
組
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【受
講
者
の
感
想
】 

〇
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の 

実
践
例
が
大
変
良
か
っ
た
。 

 

※
今
年
度
の
５
回
の
講
座
に 

全
回
出
席
さ
れ
た
15
名
の
皆 

さ
ん
に
は
、
本
セ
ン
タ
ー
館
長 

よ
り
修
了
証
を
交
付
し
ま
し 

た
。 

２２ 



                      

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま

え
、
生
涯
学
習
・社
会
教
育
担
当
職
員
等
に
求
め
ら
れ
る
基

本
的
・実
践
的
な
知
識
・技
能
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
、
参

加
者
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

「社
会
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」第
１
回
は
、
会
場
参
集
形
式

で
「こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
の
在
り
方
」に
つ
い
て
の
講
義
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
行
政
職
員
、
公
民
館
や

社
会
教
育
施
設
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
な
ど
の
方
々
に
御
参

加
い
た
だ
き
、
社
会
教
育
関
係
者
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
と

し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
の
形
成
、
地
域
社
会
課
題

の
解
決
、
社
会
関
係
資
本
の
蓄
積
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「フ
ォ
ト
ボ
イ
ス
」の
手
法

を
用
い
て
、
地
域
課
題
の
特
定
と
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
楽
し
く
学
び
を
深
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

第
２
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
「障
害
者
の
生
涯
学
習

の
進
め
方
」
に
つ
い
て
の
講
義
と
班
別
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
か
ら
、
障
害
者
の
生
涯
学
習
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢

や
障
害
者
の
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
意
義
、
国
立
市
公
民

館
「コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」の
事
例
等
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
後
半
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
、
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
や
つ
な
が
り
に
つ
い
て
班
別
協
議
を
行
い
、
参
加
者

は
実
践
的
な
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

第
３
回
は
、
中
之
条
町
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
「地

域
づ
く
り
の
土
台
」に
つ
い
て
、
班
別
協
議
を
交
え
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
講
師
か
ら
、
社
会
教
育
の
役
割
や
重
要

性
、
講
師
発
案
の
「何
に
も
し
な
い
合
宿
」の
実
践
に
加
え
、

「ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」に
つ
い
て
も
御
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
師
の
投
げ
掛
け
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
で
協
議

し
、
席
を
移
動
し
て
新
し
い
グ
ル
ー
プ
で
も
協
議
す
る
。
そ

の
繰
り
返
し
で
学
び
が
深
ま
る
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
参

加
者
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。 

第
４
回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
「社
会
教
育
に
期
待
さ

れ
る
役
割
／
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」に
つ

い
て
の
講
義
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
社
会
教
育
の
概

念
や
公
民
館
・社
会
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
な
ど

に
つ
い
て
御
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「益
田
版
カ
タ
リ
場
」

な
ど
具
体
的
な
事
例
も
多
く
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
講
座
は
、
満
足
度
が
高
い
反
面
、
参
加
者
が
少
な
い
こ

と
が
課
題
で
す
。
来
年
度
も
新
た
な
国
の
動
向
や
県
社
会

教
育
委
員
会
議
の
議
論
を
踏
ま
え
、
実
践
的
な
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内 

生
涯
学
習
研
修
会
２
次
元
コ
ー
ド 

 

月

日

曜
日

日
直

 

●社会教育指導者養成講座● 

①基礎編          ②実践編 

・社会教育推進セミナー   ・社会教育実践研修 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

 

           県生涯学習センターの研修講座    
 

２３ 



第
１
回
目 

令
和
７
年
５
月

２７
日
（
火
） 

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
の
在
り
方
」  

講
師 
放
送
大
学
教
養
学
部 

教
授 

岩
崎 

久
美
子 

氏 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
フ
ォ
ト
ボ
イ
ス
を
初
め

て
体
験
し
ま
し
た
。
今
後

活
か
せ
る
場
面
が
あ
っ
た

ら
、
是
非
使
っ
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
す
。 

・
参
加
し
て
良
か
っ
た
で

す
。
現
在
の
自
分
の
立
場

か
ら
で
き
る
仕
掛
け
を

考
え
て
み
た
い
と
思
え
る

研
修
で
し
た
。 

・
と
て
も
刺
激
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
社
会
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

第
２
回
目 

令
和
７
年
６
月

１２
日
（
木
） 

「
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
進
め
方
」  

講
師 

国
立
市
教
育
委
員
会
教
育
部
公
民
館
館
長
補
佐
、 

文
部
科
学
省
障
害
者
の
生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

井
口 

啓
太
郎 

氏 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
障
害
者
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
、
な
か
な
か
肌
感 

覚
で
は
実
感
を
持
て
な
い
中
、
今
回
確
か
な
デ
ー
タ

と
先
進
事
例
を
学
び
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
る
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
多
様
な
連
携
先
が
あ
る

こ
と
を
気
付
き
ま
し
た
。 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ

な
地
域
の
方
と
意
見
交
換

し
、
少
人
数
で
テ
ー
マ
を
持
っ

て
協
議
で
き
た
の
が
有
意
義

で
し
た
。
井
口
氏
に
は
、
質
問

に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

第
３
回
目 

令
和
７
年
６
月

１７
日
（
火
） 

「
地
域
づ
く
り
の
土
台
と
は
？ 

～
社
会
教
育
が
果
た
す
役
割
～
」 

講
師 

静
岡
県
裾
野
市
社
会
教
育
委
員
長
、 

裾
野
市
東
地
区
お
や
じ
の
会 

小
田 

圭
介 

氏 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
社
会
教
育
に
携
わ
る
人
間
と
し
て
、
と
て
も
勉
強

に
な
る
時
間
で
し
た
。
公
民
館
担
当
と
し
て
今
後

の
業
務
に
お
い
て
、
も
っ
と
住
民
同
士
が
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

・
社
会
教
育
に
長
く
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
早
く
聞
き

た
か
っ
た
で
す
！
「
花
を
咲

か
せ
る
の
で
は
な
く
土
壌
づ

く
り
」
を
心
に
刻
み
仕
事
に

当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
今
ま
で
、
考
え
た
こ
と
の

な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。 

 

第
４
回
目 

令
和
７
年
７
月
２
日
（
水
） 

「『よ
き
こ
と
』を
つ
な
げ
る
、
『よ
き
存
在
』に
な
る 

-

社
会
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割
／ 

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
と
ら
え
返
す-

」 

講
師 

大
正
大
学
地
域
創
生
学
部
教
授 

東
京
大
学
名
誉
教
授 

 
 

牧
野 

篤 

氏 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
単
な
る
知
識
の
伝
達
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な

事
例
を
元
に
多
く
の
示
唆
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。 

・
社
会
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割

や
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
改
め
て

捉
え
返
す
と
い
う
テ
ー
マ
を
と
て

も
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ

き
、
大
変
学
び
の
多
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

２４ 



 
 

                       

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、 

今
年
度
の
社
会
教
育
実
践
研
修
は
、
「共
生
社
会
を
具

現
化
し
た
『つ
ど
い
の
場
“ｔ
ｓ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
ｎ
”』
を
つ
く
ろ

う
！
」を
テ
ー
マ
に
全
５
回
で
行
い
ま
し
た
。 

第
１
回
は
、
共
生
社
会
を
具
現
化
す
る
３
つ
の
実
践

発
表
を
聞
き
、
発
表
者
の
方
も
交
え
て
包
括
的
で
持
続

可
能
な
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。  

 
 
 

第
２
回
は
、
障
害
者
の
方
や
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
方

を
お
招
き
し
、
実
際
に
要
望
等
を
確
認
し
、
４
つ
の
視
点

で
各
所
属
の
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。  

 

第
３
回
は
、
音
楽
活
動
、
モ
ル
ッ
ク
と
い
っ
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
「つ
ど
い
の
場
」の
年
間
計

画
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

第
４
回
は
、
聾
学
校
生
徒
、
前
橋
市
在
住
の
外
国
人
の

方
を
お
招
き
し
、
手
話
通
訳
の
方
に
も
御
協
力
い
た
だ
い

て
、
研
修
参
加
者
全
員
で
モ
ル
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
体

験
を
し
ま
し
た
。 

第
５
回
は
、
障
害
者
の
方
や
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
方

を
お
招
き
し
「学
び
に
つ
な
げ
る
イ
ベ
ン
ト
」と
し
て
、
ト

ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
っ
た
対
話

型
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

多
く
の
困
難
当
事
者
や
支
援
者
の
方
に
御
協
力
い
た

だ
き
、
新
た
な
気
付
き
や
学
び
の
多
い
実
り
あ
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
同
様
、
次
年
度
も
国
や
県
動
向

を
踏
ま
え
、
困
難
当
事
者
の
方
も
交
え
た
研
修
を
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
、
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

第
１
回 

令
和
７
年
７
月

10
日
（
木
） 

「
共
生
社
会
を
具
現
化
し
て
事
例
を
聞
こ
う
」 

 
 

講
師 

仙
台
市
教
育
局
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

主
査
兼
社
会
教
育
主
事 

 
 
 

橋
本 

憲
司 

氏 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
に
暮
ら
す 

代
表
理
事 

ア
ジ
ズ 

ア
フ
メ
ッ
ド 

氏 

社
会
福
祉
法
人
久
仁
会 

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｅ
統
括
責
任
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

田
辺 

祐
己 

氏 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
素
晴
ら
し
い
取
組
を
し
て
い
る
団
体
の
事
例
発

表
で
興
味
関
心
が
わ
く
内
容
で
し
た
。 

・
３
つ
の
事
例
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
が
と
て
も
分
か

り
や
す
く
、
地
域
で
の
包
括
的
な
取
組
、
当
事
者

自
身
の
取
組
、
行

政
が
行
う
取
組
と
参
考
に
な

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。 

・
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
講
師
の
先
生
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
」
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
Ｐ
Ｃ
カ
メ
ラ
で
は
机
上
の
模
造
紙
が
見
え

づ
ら
い
、
参
加
者
の
顔
が
映
り
づ
ら
い
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
班
の
方
々
が
、
自
ら
率

先
し
て
Ｐ

Ｃ
カ
メ
ラ
で
映

し
合

っ
た

り
、
付

箋

を
貼

り
合

っ
た

り
す
る
協
働
作
業
が
印
象

的
で
し
た
。 

・
私
の
町
に
は
ま
だ
な
い
こ

と
ば
か
り
な
の
で
持
ち
帰
っ

て
参
考
に
し
た
い
で
す
。 

・

毎

回

毎

回

新

し

い

発

見
を
得
ら
れ
る
の
で
、
た

く

さ

ん

の

研

修

の

機

会

を

い

た

だ

け

て

嬉

し

い

で
す
。 

 

月

日

曜
日

日
直
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第
２
回 

令
和
７
年
８
月

29
日
（
金
） 

「
包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
事
業
を
考
え
よ
う
」 

講
師 

Ｄ
Ｅ
Ｔ
群
馬 

  
 

代
表 

飯
島 

邦
敏 

氏 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
に
暮
ら
す 

代
表
理
事 

ア
ジ
ズ 

ア
フ
メ
ッ
ド 

氏 
理
事 
ム
ロ
オ
リ
バ
リ 

ブ
ル
ネ
ラ 

氏 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ル 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
困
難
当
事
者
の
意
見
は
と
て
も
参
考
に
な
り
、
気
付
か

さ
れ
た
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。 

・
今
ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
実

施
す
る
際
に
、
全
く
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
視
点
で
の
考
え
方

で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
町
で
は
、
障
害
者
を
対
象
に

し
た
教
室
は
あ
り
ま
す
が
、

外
国
人
を
対
象
に
し
た
教
室

は
全
く
実
施
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
実
施
に
向
け
は
じ
め
の

一
歩
と
な
る
学
び
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

 

第
３
回 

令
和
７
年
９
月

10
日
（
水
） 

「
共
生
社
会
を
実
現
し
た
『
つ
ど
い
の
場 

“ｔ
ｓ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
ｎ
”』
の
事
業
を
つ
く
ろ
う
！
」 

講
師 

こ
ど
も
応
援
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト 

「
こ
ど
も
魂
」 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ル 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ 

ゲ
ス
ト 

前
橋
市
在
住
の
外
国
人
の
方
２
名 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
ｔ
ｓ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
ｎ
の
事
業
と
し
て
考
え
た
こ
と
は
実
践
形

式
と
し
て
取
り
組
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
実
際
の
事
業

に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。 

・
初
対
面
の
人
た
ち
と
も
楽
し

め
る
「
モ
ル
ッ
ク
」
は
す
ご
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
方
と
お
話
し
を
で
き
る
機

会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て

参
加
者
同
士
の
距
離
が
縮
ま

っ
て
行
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

第
４
回 

令
和
７
年

10
月

17
日
（
金
） 

「
共
生
社
会
を
具
現
化
し
た
『
つ
ど
い
の
場 

“
ｔ
ｓ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
ｎ
”
』
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
①

」 

講
師 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
社
会
教
育
主
事 

ゲ
ス
ト 

前
橋
市
在
住
の
外
国
人
の
方
２
名 

 
 
 

聾
学
校
生
徒
３
名
、
手
話
通
訳
者
２
名 

群
馬
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ル 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ 

【
受
講
者
の
感
想
】 

・
障
害
が
あ
る
方
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
皆
さ
ん
と
一

緒
の
活
動
を
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
困
難
当
事
者
の

方
々
が
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を

知
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
、
地

域
の
事
業
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
様
々
な
立
場
の
方
々
が
参
加

さ
れ
て
お
り
、
実
り
の
多
い
研

修
に
な
り
ま
し
た
。
実
践
で
活

か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
素
敵
な
機
会
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
参
加
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
、
大
変
有
効

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。 

 

第
５
回 

令
和
７
年

11
月

27
日
（
木
） 

「
共
生
社
会
を
具
現
化
し
た
『
つ
ど
い
の
場 

“
ｔ
ｓ
ｕ
ｄ
ｏ
ｕ
ｎ
”
』
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
よ
う
②

」 

講
師 

群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
社
会
教
育
主
事 

ゲ
ス
ト 

Ｄ
Ｅ
Ｔ
群
馬 

 
 
 

代
表 

飯
島 

邦
敏 

氏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

久
保
田 

真
由
美 

氏 

前
橋
市
在
住
の
外
国
人
の
方
２
名 

群
馬
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ル 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ 

【
受
講
者
感
想
】 

・
昔
の
よ
う
な
地
域
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
違
う
生
き
方
を
し
て
き
た
人
と

関
わ
る
こ
と
の
必
要
性
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
人
と
関
わ
る
こ
と
が
苦
手
な
私
に
と
っ
て
、
関
わ

り
の
必
要
性
を
考
え
さ
せ
て
も
ら
え
る
有
意
義
な
研
修

で
し
た
。 

・
大
変
学
び
の
多
い
研
修
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
現
場
で
も
活
か

し
て
行
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。 

・
全
回
と
て
も
充
実
し
た
内
容

で
企
画
運
営
し
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
新
し
い
人
と
の
出
会

い
や
新
し
い
発
見
に
感
謝
し
ま

す
。 

２６ 



 
 

         

          

     

  

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
教
育
力
向
上

に
資
す
る
た
め
「
現
代
的
課
題
解
決
支
援
講
座
（
地
域

と
学
校
の
連
携
・
協
働
編
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令

和
７
年
度
の
実
施
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

第
１
回 

令
和
７
年
７
月
１７
日
（木
） 

「非
認
知
能
力
の
強
化
書
」 

講
師 

Ａ
ｌ
ｌ 

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ｓ 

合
同
会
社 

代
表 

中
山 

芳
一 

氏 

（会
場
：オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

「
非
認
知
能
力
」
に
つ
い
て
、
求
め
ら
れ
る
力
や
必
要

性
、
伸
ば
し
方
な
ど
を
、
具
体
的
に
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
子
供
の
意
欲
・
感
情
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方

法
や
、
環
境
の
整
備
、
授
業
改
善
の
提
案
な
ど
、
す
ぐ

に
実
践
で
き
る
内
容
を
多
く
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

【受
講
者
の
感
想
】 

〇
聴
講
者
の
属
性
に
御
配
慮
い
た
だ
き
、
子
供
の
成
長

過
程
や
発
達
段
階
に
応
じ
た
接
し
方
や
声
の
掛
け
方

な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
で
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。 

       

第
２
回 

令
和
７
年
１０
月
１
日
（木
） 

「気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
接
し
方 

～
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
～
」 

講
師 

ジ
ニ
ア
そ
だ
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長 

成
田 

秀
幸 

氏 

（会
場
：多
目
的
ホ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
） 

 

「エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」の
概
念
に
触
れ
な
が
ら
、
子
供
の

成
長
過
程
に
お
い
て
「
相
互
理
解
が
関
わ
り
あ
い
を
生

み
、
関
わ
り
あ
い
が
『
つ
な
が
り
』
と
な
り
、
人
を
育
て

る
」
こ
と
を
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
気
に
な
る
子
供

に
対
し
て
、
大
人
側
の
認
識
・
行
動
の
変
容
が
大
切
で

あ
る
こ
と
も
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

【受
講
者
感
想
】 

〇
支
援
に
携
わ
る
中
で
、
「
多
数
派
が
決
め
た
ル
ー
ル

の
中
で
生
活
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
た
ち
」

の
行
動
を
、
問
題
行
動
と
捉
え
ず
に
問
題
提
起
し
て

く
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
、
居
場
所
作
り
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

※
今
年
度
全
２
回
の
講
座
に
は
、
延
べ
３３６
名
の
方
々

に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

      

会場に参集しての対面と 

オンラインの両方で実施 

オンライン講義の様子 

●社会教育指導者養成講座● 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

 

 

月

日

曜
日

日
直

●現代的課題解決支援講座● 
 

〇地域と学校の連携・協働編    〇地域課題編 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

 

２７ 

           県生涯学習センターの研修講座    
 

 



                           

「現
代
的
課
題
解
決
支
援
講
座
（地
域
課
題
編
）」は
、

地
域
住
民
が
社
会
教
育
関
係
職
員
と
連
携
し
て
、
自
ら

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
学

習
機
会
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、
開
催
会
場
を
公

募
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
開
催
会
場
の
自

治
体
に
対
し
て
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
企
画
・
運

営
面
で
支
援
し
、
協
働
し
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講

座
は
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
行
い
、
終
了
後
も
住

民
自
ら
が
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
へ
踏
み
出
せ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
公
募
の
結
果
、
伊
勢
崎
市
北
公
民
館
が

開
催
会
場
と
な
り
、
「
モ
ル
ッ
ク
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な

が
る
地
域
の
輪
～
ち
っ
と
ん
べ
ぇ
ゆ
る
ー
く
つ
な
が
ん

べ
ぇ
よ
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
全
２
回
の
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。 

令
和
８
年
度
の
開
催
会
場
は
、
公
募
の
結
果
既
に

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
９
年
度
も
公
募
予
定
で
す

の
で
、
是
非
応
募
を
御
検
討
く
だ
さ
い
。 

 

第
１
回 

令
和
７
年
１０
月
２９
日
（
水
） 

テ
ー
マ 

「モ
ル
ッ
ク
で
広
が
る
シ
ニ
ア
の
笑
顔
と
地
域
の
輪
」

 

講
師 

き
た
ご
う
モ
ル
ッ
ク
ク
ラ
ブ
代
表 

松
村 

徹 

氏 

内
容 

モ
ル
ッ
ク
体
験
・意
見
交
換 

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
御
参
加
を
い

た
だ
き
、
栃
木
県
足
利
市
か
ら
講
師
を
招

い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
の
体
験
会
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
え
ん
た
く
ん
（
段
ボ

ー
ル
製
円
卓
）
」
を
囲
み
、
モ
ル
ッ
ク
の
感
想
や
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

【参
加
者
の
感
想
等
】 

・
モ
ル
ッ
ク
と
い
う
遊
び
は
初
め
て
で
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

・
年
齢
ご
と
に
集
ま
れ
る
場
は
あ
る
が
、
世
代
を
超
え

て
み
ん
な
で
集
ま
れ
る
場
も
欲
し
い
で
す
。 

２８ 

 

月

日

曜
日

日
直

●現代的課題解決支援講座● 
 

〇地域と学校の連携・協働編  〇地域課題編 

✎研修概要と参加者の感想✎ 

           県生涯学習センターの研修講座    

 



・
自
治
会
の
役
員
が
替
わ
り
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

か
な
り
の
人
数
が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
モ
ル
ッ
ク
を
し
、
育
成
会
の
子
供
た
ち
も
巻

き
込
み
た
い
で
す
。 

 

第
２
回 

令
和
８
年
１
月
１８
日
（木
） 

テ
ー
マ
「み
ん
な
で
楽
し
み
つ
な
が
る
多
文
化
の
輪
」 

講
師
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

・
北
公
民
館
英
会
話
サ
ー
ク
ル
代
表
、
昔
遊
び
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー 

飯
塚 

千
砂 

氏 

・Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
に
暮
ら
す 

ム
ロ 

オ
リ
バ
リ 
ブ
ル
ネ
ラ 

氏 

・
群
馬
医
療
福
祉
大
学 

助
教 

栁
井 

明
子 
氏
、
助

手 

大
山 

永
晃 

氏
、
「
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル
Ｍ
ｏ
ｉ

ｍ
ｏ
ｉ
」
「
地
域
交
流
サ
ー
ク
ル
つ
む
ぎ
の
広
場
」
の
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様 

内
容 

体
験
交
流
（
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
け
ん
玉
、
マ
ン
カ
ラ
、 

ペ
ル
ー
の
紹
介
等
）
、
井
戸
端
会
議 

 

公
民
館
を
核
と
し
た
外
国

人
と
の
共
生
の
取
組
と
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
公
民
館
を
利

用
し
て
い
る
ペ
ル
ー
人
サ
ー
ク

ル
の
関
係
者
、
近
隣
の
大
学
生

と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
協

力
も
い
た
だ
き
、
世
代
や
国
籍

を
超
え
た
新
た
な
親
睦
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。 

【参
加
者
の
感
想
】 

・
初
め
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
良
い
の
か
不
安
で
し

た
が
、
音
楽
や
遊
び
を
通
し
て
、
他
国
の
文
化
の
良
い

と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

・
多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
、
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。 

一
歩
外
へ
！
全
国
研
修
の
す
す
め 

研
修
参
加
報
告 

 

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
振
興
係
の
職
員
は
、
文

部
科
学
省
主
催
の
講
座
や
研
修
会
に
参
加
し
、
最
新

の
知
識
や
実
践
的
な
手
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

得
た
学
び
を
講
座
や
事
業
の
充
実
に
活
か
し
て
い
ま

す
。 

 

① 

令
和
７
年
度
社
会
教
育
主
事
専
門
講
座 

期
日
：
令
和
７
年
９
月
１９
日(

金)

、
２２
日
（
月
）
、
２４

日
（水
）～
２５
日
（木
）全
４
日
間 

会
場
等
：
国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研

究
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）及
び
オ
ン
ラ
イ
ン 

テ
ー
マ
：
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
形
成
に
資
す
る

生
涯
学
習
・社
会
教
育
の
役
割 

第
１
日
目
：
開
講
式
、
基
調
講
演
、
行
政
説
明
、
講
義
・

事
例
研
究
、 

講
義
・演
習
１ 

第
２
日
目
：シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
義
・演
習
２ 

第
３
日
目
：
実
践
交
流
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤

形
成
を
目
指
す
社
会
教
育
施
策
の
立
案
）、
演
習
１ 

第
４
日
目
：演
習
２
、
演
習
３
、
閉
講
式 

講
座
を
通
じ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
形
成
や

社
会
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
深
く
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
座
開
始
時
に
は
、
自
身
の
担

当
業
務
が
、
ど
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
形
成
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
な
面
も
あ

２９ 



り
ま
し
た
。
し
か
し
、
講
座
が
進
む
中
で
、
全
て
の
社

会
教
育
活
動
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
形
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
と
素
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ま
た
、
モ
デ
ル
自
治
体
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
で

の
取
組
を
福
祉
分
野
で
は
な
く
社
会
教
育
分
野
で
取

り
組
む
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
社
会
教
育
で

何
を
す
べ
き
な
の
か
、
自
分
の
中
で
よ
り
明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
社
会
教
育
に
お
い
て

は
、
多
様
な
主
体
を
つ
な
げ
る
こ
と
、
つ
な
が
る
こ
と

の
で
き
る
場
を
生
み
出
す
こ
と
、
学
び
を
通
じ
た
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
の
方
や
他
県
の
社

会
教
育
主
事
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
た
こ
と
も

大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。 

（
学
習
振
興
係 

社
会
教
育
主
事 

竹
内 

正
則
） 

 ② 

令
和
７
年
度
公
民
館
職
員
専
門
講
座 

期
日
：
令
和
７
年
９
月
１９
日(

金)

、
２２
日
（
月
）
、
２９

日
（
月
）～
３０
日
（
火
）全
４
日
間 

会
場
等
：
国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研

究
セ
ン
タ
ー
（東
京
都
）及
び
オ
ン
ラ
イ
ン 

テ
ー
マ
：
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
形
成
に
資
す
る

生
涯
学
習
・社
会
教
育
の
役
割 

第
１
・２
日
目
は
社
会
教
育
主
事
専
門
講
座
と
合
同 

第
３
日
目
：
実
践
交
流
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤

形
成
を
意
識
し
た
社
会
教
育
事
業
の
立
案
）、
演
習
１ 

第
４
日
目
：演
習
２
、
演
習
３
、
閉
講
式 

清
原
先
生
の
基
調
講
演
か
ら
始
ま
り
、
文
部
科
学

省
地
域
学
習
推
進
課
か
ら
の
行
政
説
明
、
全
国
の

様
々
な
実
践
発
表
と
、
１
日
目
・
２
日
目
の
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
を
通
し
て
最
新
の
社
会
教
育
の
動
向
や
国
の

方
向
性
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

３
日
目
・４
日
目
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
社
会
教

育
関
係
職
員
と
共
に
事
業
を
練
り
上
げ
る
演
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。 

こ
の
演
習
を
通
し
て
、
事
業
を
企
画
立
案
す
る
と

き
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

現
状
把
握
と
課
題
分
析
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
担
当
し
て
い
る
現
代
的
課

題
解
決
支
援
講
座
（地
域
編
）
を
意
識
し
な
が
ら
演
習

に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
同
じ
班
だ
け
で
は
な
く
、
昼
食
や
懇
親
会

な
ど
の
場
で
他
県
の
社
会
教
育
関
係
職
員
に
積
極
的

に
話
し
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
取
組
を
知
り
、

連
絡
先
も
交
換
で
き
、
全
国
各
地
に
つ
な
が
り
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
今
の
業
務
に
生
か
し
、

講
座
や
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

（学
習
振
興
係 

社
会
教
育
主
事 
角
岡 

大
悟
） 

 

●
①
②
の
講
座
の
詳
し
い
内
容
は
「
月
刊
社
会
教
育
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
教
育
主
事
講
習
［
Ｂ
］群
馬
会
場
の
紹
介 

群
馬
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は
、
令
和
４

年
度
社
会
教
育
主
事
講
習
［
Ｂ
］
に
お
い
て
、
群
馬
会

場
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
継
続
し
て
開
設
し
て

い
ま
す
。 

令
和
７
年
度
社
会
教
育
主
事
講
習
［Ｂ
］群
馬
会
場 

期
日
：令
和
８
年
２
月
１２
日
（木
）～
２０
日
（金
） 

会
場
：群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

内
容
：
生
涯
学
習
支
援
論
（
２
日
間
）
、
社
会
教
育
演

習
（５
日
間
） 

３０ 



 
 

 
 

 
 

 

少
年
科
学
館
で
は
、  

 

子
供
た
ち
に
科
学
す
る 

心
を
育
み
、
学
校
の 

探
究
的
な
学
び
や 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に 

つ
な
げ
る
観
点
か
ら
、 

少
年
科
学
教
育
を
推
進 

し
て
い
ま
す
。 

■

多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

平
日
は
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
の
団
体
利
用
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
科
学
展
示
室
で
の
学
習
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
の
学
習
投
影
、
天
文
や
科
学
実
験
な
ど
、
希
望
や
実

態
に
応
じ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
校
外

学
習
や
理
科
授
業
の
１
コ
マ
と
し
て
、
ま
た
、
教
職
員
の
研

修
等
で
も
利
用
で
き
ま
す
。 

■

科
学
展
示
室 

科
学
の
原
理
や
し
く
み
に
つ
い
て
体
験 

で
き
る
施
設
で
す
。
手
作
り
展
示
物
や
県 

内
の
施
設
と
連
携
し
た
展
示
物
も
あ
り
ま 

す
。 土

・日
・祝
日
は
「サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」 

「科
学
工
作
」「サ
イ
エ
ン
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
ナ
ー
」等
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て 

い
ま
す
。 

■

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

最
新
の
４
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
式 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
臨
場
感 

あ
ふ
れ
る
星
空
を
楽
し
め
ま 

す
。(

観
覧
料
：中
学
生
以
下
無
料
、
大
人
３００
円)

。 

一
般
番
組
の
投
影
は
、
平
日
は
１
日
１
回(

午
後
３
時 

３０

分
か
ら
）、
土･

日･

祝
日
は
１
日
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「こ
ど
も
宇
宙
教
室
」や
「星
空
と
音
楽
の
集
い
」な

ど
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。 

■

天
体
観
察
会 

高
倍
率
の
望
遠
鏡
で
、
月
や
木  

 
 

星
、
土
星
な
ど
を
観
察
す
る
無
料
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
家
族
で
楽
し
む
天
体

観
察
入
門
編
で
す
。 

  

■

お
も
し
ろ
科
学
教
室 

県
内
の
社
会
教
育
施
設
等
と
連
携
し
、 

科
学
の
楽
し
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
を 

実
感
で
き
る
教
室
で
す
。 

県
内
各
地
で
年
間
約
６５

回
開
催
し
て 

い
ま
す
。 

 

■

特
別
イ
ベ
ン
ト 

春
夏
秋
冬
、
年
間
４
回
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
無
料
投
影
を

行
い
ま
す
。
県
内
の
企
業
や
高
等
学
校
な
ど
と
連
携
し

て
、
子
供
た
ち
の
科
学
へ
の
興
味
・関
心
を
高
め
る
よ
う

な
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

◆
お
問
合
せ
先 

▼
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

少
年
科
学
館  

☎
０
２
７‐

２
２
０‐

１
８
７
６(

直
通) 

 
(

月
曜
休
館
・月
曜
祭
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
） 

 

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

   

下
記
２
次
元
コ
ー
ド
よ
り 

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

少年科学館    

紹介！県生涯学習センター 
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県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
視
聴
覚
セ
ン
タ

ー
で
は
、
郷
土
の
映
像
資
料
（群
馬
県
の
歴
史
、
文
化
、

人
物
、
自
然
な
ど
の
映
像
）
に
つ
い
て
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
や
１６
ミ

リ
フ
ィ
ル
ム
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情

報
相
談
フ
ロ
ア
に
は
映
画
や
ア
ニ
メ
の
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
、
音
楽

Ⅽ
Ⅾ
な
ど
を
配
架
し
て
お
り
、
専
用
の
視
聴
覚
ブ
ー
ス

に
お
い
て
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。 

そ
の
他
、
学
校
や
団
体
に
は
人
権
教
育
・
道
徳
教
育

に
活
用
で
き
る
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
や
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や
映
写

機
の
貸
出
し
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

        

ま
た
、
情
報
相
談
フ
ロ
ア
に
は
、
明
る
い
環
境
で
落

ち
着
い
て
学
べ
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
本
や
新
聞

を
読
ん
だ
り
、
調
べ
物
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
が
学
び
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

受
付
で
は
、
利
用
者
の
求
め
る
視
聴
覚
資
料
を
検
索

し
た
り
、
視
聴
覚
ブ
ー
ス
を
利
用
す
る
方
へ
の
貸
出
対

応
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 

他
に
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
、
館

内
で
の
会
議
等
に
貸
出
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
機

器
に
つ
い
て
も
無
料
で
お
貸
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
。 

                

    

「
あ
な
た
の
い
る
庭
」 

      

「
友
だ
ち
と
同
じ
で
な
く 

て
も
い
い
」 

      

「
み
ん
な
笑
顔
に
な
る
日 

ま
で
」 

     

紹介！県生涯学習センター 

視聴覚センター  

３２ 

◆教材・機材の貸出申し込みお問い合せ先  

群馬県生涯学習センター２階 視聴覚センター ℡：０２７－２２４－３５４１（直通） 

（月曜休館・月曜祝日の場合は翌日休館） 

◆ホームページ（右記２次元コード）からアクセスしてください。 

配架されたCDや DVDなど 

令
和
７
年
度
購
入 

 
 

 

人
権
教
育
Ｄ
Ｖ
Ｄ 



幼

児

同

士

の
遊

び
や 

ふ
れ
あ
い
、
保

護

者

同

士 
 

 
 

 
 

 
 

 

士

の
情

報

交

換

の
場

で 

す
。 

県

民

の
皆

様

に
よ

り

親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
「
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
ぐ

ん
ま
ち
ゃ
ん
」
の
愛

称

で

開

室

し
て
い
ま
す
。 

 

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
明

る
く
広

い
室

内

で
、
子

供

た
ち
が
楽

し
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
お
も
ち
ゃ
や

絵

本

な
ど
を
た
く
さ
ん
用

意

し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
子

育

て
支

援

や
読

み
聞

か
せ

な
ど
も
あ
り
、
授

乳

室

も
用

意

し
て
い
ま
す
。 

             

                      

    

◆

基
本
情
報 

▼

利
用
時
間 

９
時
３０
分
～
１７
時 

（
休
館
日
除
く
） 

▼

対
象 

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者 

 

▼

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

毎
週
火
～
土
曜
日 

１０
時
～
１１
時
３０
分 

セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
乳
幼
児
の
遊
び
の

支
援
・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
し
つ
け
や
発
育
な
ど
育
児
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

▼

イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

月
１
～
２
回
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
親

子
遊
び
、
簡
単
な
工
作
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
出

し
物
を
行
い
ま
す
。 

 

▼

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
来
館
日
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
日
な
ど
を
御
案
内
し
て
い
ま
す
。 

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
も
更
新
し
て
お 

り
ま
す
の
で
、
下
記
２
次
元
コ
ー
ド
よ 

り
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 ◆

お
問
合
せ
先 

▼

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

℡ 

０
２
７-

２
２
４-

５
７
０
０
（
直
通
） 

（
月
曜
休
館
・
月
曜
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
） 

↑広々としたスペー

スです。のびのびと

遊べます(^▽^) 

授乳室もありま

すので御利用く

ださいね↓ 

４  ２  １  

育児学習室 

33２
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キッズルームぐんまちゃん 

 

1.絵本    2.ブロック各種    3.ボール、サイコロ、音の出るおもちゃなど。転がして遊べるよ！   4.大人気のすべり台！  

5.乗り物   6.テントウムシ   7.スロープのおもちゃ（県産材使用）   8．カエルさんのやわらかトンネル 

３  

７

 

６

 

５

 

８  



     

▼

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
と
は 

県
や
市
町
村
、
大
学
、
専
修
学
校
、
公

民
館
、
博
物
館
等
が
連
携
し
て
、
県
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
「
学
び
」
を
応
援
す

る
仕
組
み
で
す
。 

「
ス
タ
ン
プ
手
帳
」
を
入
手
す
れ
ば
、
す

ぐ
に
「
学
び
」
を
始
め
ら
れ
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
に
は
「
ス
タ
ン
プ
手
帳
」
を
無
料
で

交
付
し
て
い
ま
す
（
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
２
Ｆ
情
報
相
談
フ
ロ
ア
等
で
入
手
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
）。 

▼

ど
こ
で
学
習
で
き
る
の
？ 

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
連
携
機
関

で
実
施
さ
れ
る
講
座
や
講
演
会
、
博
物

館
や
図
書
館
、
美
術
館
等
の
施
設
見
学

な
ど
、
様
々
な
場
で
学
び
た
い
も
の
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

▼

対
象
は
誰
？ 

県
民
の
誰
も
が
参
加
可
能
で
、
自
分
の

目
的
や
趣
味
な
ど
に
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。  

 ▼

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進 

 

１
時
間
に
つ
き
、
１
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し

ま
す
。
規
定
の
押
印
数
に
達
す
る
と
、
群
馬

県
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
す
（
１００
個
で
妙
義
賞
、
３００
個
で
榛
名
賞
、

５００
個
で
赤
城
賞
）
。
表
彰
式
は
毎
年
１
月
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ 

ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
情
報
検
索
！ 

講
座
・
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
な
ど
も
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。
是
非
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
ぐ
ん
ま
県

民
カ
レ
ッ
ジ
の
連
携
機
関
に
よ
る
講
座
（
ス
タ

ン
プ
対
象
）
の
他
、
イ
ベ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
・
サ
ー
ク
ル
団
体
・
視
聴
覚
教
材
・
機
材

等
が
検
索
で
き
ま
す
！ 

             

県生涯学習センター 

 

事務局 

ぐんま県民カレッジ  

２7 

 

２34 

２ ８

２ ８

２ ８

め
れ
ば
い
い
の
？ 

令和８年度奨励賞授与式の様子 

◆お問合せ先  

◆ホームページ  右記２次元コードからアクセスしてください。 

▼県生涯学習センター ℡ 027－224－5700 

（月曜休館・月曜祝日の場合は翌日休館） 

紹介！県生涯学習センター 



  

  

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
「ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
県
が
立
ち
上
げ
た
２
か

所
目
の
障
害
者
就
労
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
既
に
数

名
が
こ
こ
を
巣
立
ち
、
小
学
校
や
県
立
の
高
校
で
校
務
補

助
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。 

ハ
ー
ト
フ
ル
は
指
導
員
２
名
と

障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ

れ
、
本
セ
ン
タ
ー
や
学
校
等
で
、

除
草
や
剪
定
、
芝
生
の
管
理
な
ど

環
境
整
備
を
中
心
に
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
業
務
の

幅
を
大
き
く
広
げ
て
い
ま

す
（
写
真
参
照
）
。
就
労
を

目
指
し
て
、
様
々
な
知
識
、

技
術
を
学
び
、
日
々
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
毎
日
の
作
業

を
通
し
て
、
社
会
性
や
自
発

性
を
身
に
付
け
る
取
組
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
お
互

い
を
思
い
や
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 

                     

   

                        

 

紹
介
！
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

    

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
ー
ル 

 

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

私はあいさつを大切にしていま

す。センターの環境整備で玄関の落

ち葉掃きをしていると、利用者の

方々とあいさつを交わします。あい

さつだけでなく「キレイになって良

いですね」、「いつもありがとう」な

ど感謝の言葉をかけてくださったり

もします。そうした言葉をかけてい

ただくと、うれしく、気持ちが良い

ので、利用する地域の方々のために

もっと「キレイにしよう」、「もっと

良くしよう」という思いにもなり、

仕事に身が入ります。利用者の皆さ

んが気持ち良くセンターに来ていた

だけるよう、環境整備の仕事を頑張

り、これからもあいさつを大切にし

たいと思います。 

３5 

◆
作
業
な
ど
詳
細
は
、
下
記
２
次
元
コ
ー
ド
よ
り 

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に 

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

玄関前の掃き掃除であいさつする

と、お客様から「ありがとう」と言

われ気分が落ち着きリラックスして

行動できるようになりました。県立

図書館では、職員の方とふれあいな

がら共同で木の伐採や枝の粉砕作業

をして、庭もきれいになり達成感が

湧きました。夏特イベントなどでモ

ルック体験を担当しましたが、モル

ック体験は老若男女問わず障害者の

人たちに対してわかりやすい体験だ

と思います。最初は緊張して聾学校

の人たちに手話で話すことができま

せんでしたが、何とか手話でコミュ

ニケーションをとることができてホ

ッとしたのと達成感でいっぱいにな

りとても有意義でした。 

ハートフルでは、
「コミュニケーショ
ン」をキーワードに地
域の人たちとの関わり
を大切にしています。
センターの環境整備と
利用者の方々の安全を
意識してチームで仕事
をしています。 

就労を目指して。
日々の作業環境か
ら食事面に至るま
で、スタッフの安
全を多角的にサポ
ートしています！ 



 ―
 

 

群
馬
県
で
は
「
出
前
な
ん
で
も
講
座
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
講
師
の
派
遣
は
無
料
で
す
。
対
象
は
、
県
内
の
町

内
会
や
子
供
会
な
ど
の
地
域
の
団
体
、
企
業
な
ど
の
民

間
団
体
、
学
校
や
市
町
村
な
ど
の
公
的
団
体
な
ど
が
主

催
す
る
、
お
お
む
ね
１５
人
以
上
の
会
議
や
説
明
会
、
授

業
な
ど
で
す
（
営
利
目
的
の
集
会
等
は
対
象
外
）
。
こ
の
ペ

ー
ジ
で
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
講
座
を
紹

介
し
ま
す
。
申
込
方
法
は
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

御
希
望
が
あ
る
団
体
は
、
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内 

出
前
な
ん
で
も
講
座
２
次
元
コ
ー
ド 

 

群
馬
県
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵

す
る
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
（
ア
ニ
メ
映
画
、

郷
土
映
像
等
）
を
鑑
賞
す
る
映
画
会

で
す
。
一
般
・
子
供
・
高
齢
者
等
、

様
々
な
年
代
に
応
じ
た
１６
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
を
御
用
意
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
「
カ
タ
カ
タ…

」
と

い
う
１６
ミ
リ
映
写
機
の
動
作
音
や
昔

な
が
ら
の
温
か
い
雰
囲
気
、
古
き
良

き
時
代
の
映
像
な
ど
の
魅
力
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
過
去

に
は
「
家
族
の
若
か
り
し
頃
」
に
出
会
え

た
方
も
い
ま
し
た
。
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
品
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
、
紹
介
動
画
も
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

  

 
 

 

 
 

 

子
育
て
中
に
誰
も
が
体
験
す
る

「困
っ
た
・ど
う
し
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

参
加
者
同
士
で
役
割
演
技
や
話

合
い
を
し
な
が
ら
子
育
て
に
つ

い
て
学
ぶ
体
験
型
の
研
修
会
で

す
。
役
割
演
技
や
話
合
い
の
準

備
、
進
行
等
は
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
行
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
や
こ
れ

か
ら
親
と
な
る
世
代
を
対
象
と
し
た
研
修
会
、
公
民
館

講
座
で
、
ま
た
、
学
校
の
入
学
説
明
会
、
就
学
時
健
診
時
、

保
護
者
懇
談
会
な
ど
で
も
御
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

〇
テ
ー
マ
例
「早
寝
早
起
き

で
き
て
い
ま
す
か
」
「
我
が

家
の
約
束
、
守
れ
て
い
ま
す

か
？
」
「
将
来
に
わ
た
る
健

康
の
た
め
に
」
「
ゲ
ー
ム
に

夢
中
に
な
っ
て
」
「
ぼ
く
、
ス

カ
ー
ト
が
い
い
な
」
「オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
課
金
」
「
ど
う

せ
私
な
ん
て
」な
ど
。    

こ
の
講
座
で
は
、
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
の
少
年
科
学
館
の
施
設

(

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
等)

、
事
業
の
概

要
、
展
示
物
の
説
明
な
ど
、
利
用
の

際
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
、
県
民
に
生
涯
学
習
の
情

報
を
提
供
す
る
生
涯
学
習
支
援
シ

ス
テ
ム
「
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
Ｗ

ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
の
説
明
も

行
い
ま
す
。
少
年
科
学
館
や
ぐ
ん

ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
に
興
味
が
あ
る
、

利
用
し
て
み
た
い
と
い
う
団
体
は

是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

１６ミリフィルム 

映画会 

紹
介
！
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

出
前
な
ん
で
も
講
座 

●
１６

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
作
品
検
索 

２
次
元
コ
ー
ド 

●
１６

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
画
会
紹
介
動
画 

２
次
元
コ
ー
ド 

トーキング 

ワクわく子育て 
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